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は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
金
沢
市
寺
西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
の
基
礎
的
研
究
で

あ
る
。「
鏡
天
神
」
は
、
加
賀
藩
の
藩
祖
前
田
利
家
が
西
方
寺
に
奉
納

し
た
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
の
肖
像
画
で
あ
る（
図
１
＝
カ
ラ
ー
口
絵
）。 

 

菅
原
道
真
の
子
孫
を
標
榜
し
た
加
賀
藩
主
前
田
家
の
天
神
信
仰
は
、

近
世
に
は
金
沢
二
十
五
天
神
と
し
て
庶
民
に
も
広
が
り
を
み
せ
て
い

た
。
本
稿
で
は
、
金
沢
二
十
五
天
神
の
二
番
目
に
あ
げ
ら
れ
た
「
鏡

天
神
」
に
つ
い
て
、
描
か
れ
た
像
主
や
梅
樹
の
表
現
を
考
察
し
、
他

の
束
帯
天
神
像
や
梅
図
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
制
作
年
代
と
背
景

を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
加
賀
藩
前
田
家
の
天
神
信
仰

と
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
概
観
し
な
が
ら
、「
鏡
天
神
」
の
伝
来
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

結
論
を
い
え
ば
、「
鏡
天
神
」
は
、
一
五
世
紀
初
頭
に
関
東
鎌
倉
で

制
作
さ
れ
た
絵
画
で
あ
っ
た
。
室
町
期
関
東
に
は
、
独
自
に
発
展
し

た
絵
画
様
式
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
逸
翁
美
術

館
所
蔵
「
大
江
山
絵
詞
」（
香
取
本
）
は
、
鎌
倉
地
方
絵
巻
の
画
風
を

も
ち
、
中
央
か
ら
伝
播
し
た
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
東
国
で
制
作
さ
れ

た
絵
巻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）
。
長
ら
く
中
世
千
葉
氏
の
も
と
に

あ
っ
て
、
天
正
一
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
滅
亡
後
に
一
族
の
大
須
賀

氏
の
娘
に
譲
ら
れ
、
そ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
下
総
香
取
神
社
の
大
宮
司

家
に
伝
来
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
関
東
水
墨
画
で
名
を
残
し
た
祥
啓

は
一
五
世
紀
後
半
、
雪
村
は
一
六
世
紀
の
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

鎌
倉
を
中
心
と
す
る
関
東
画
壇
で
創
造
さ
れ
た
絵
画
群
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
（
２
）
。
本
稿
は
、
鎌
倉
独
自
の
絵
画

様
式
を
も
つ
天
神
像
群
を
再
発
見
す
る
試
み
で
も
あ
る
。 

 

一
．
西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」 

 

恵
光
山
西
方
寺
は
、
金
沢
市
寺
町
に
あ
る
天
台
宗
真
盛
派
の
寺
院

で
あ
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）「
当
寺
幷
触
下
由
来
帳
」
に
よ
れ

ば
、
西
方
寺
は
、
越
前
府
中
に
在
城
し
て
い
た
前
田
利
家
の
帰
依
を
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う
け
た
盛
尊
和
尚
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
、天
正
一
一
年（
一
五
八
三
）

の
利
家
の
金
沢
入
城
と
と
も
に
金
沢
へ
移
転
し
た
（
３
）
。
天
正
一
二
年

（
一
五
八
四
）、
利
家
の
息
女
菊
姫
が
七
才
で
亡
く
な
っ
た
際
、
そ
の

御
影
・
位
牌
を
預
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
西
方
寺
に
、「
鏡
天
神
」
と

よ
ば
れ
る
絵
画
が
伝
え
ら
れ
た
。 

 

画
面
中
央
に
は
、
繧
繝
縁
の
上
畳
に
斜
め
右
を
向
い
て
座
す
衣
冠

束
帯
姿
の
菅
原
道
真
が
描
か
れ
て
い
る
。
顔
部
を
み
る
と
、
肉
厚
な

耳
を
も
ち
、
頬
骨
を
張
ら
せ
た
輪
郭
で
、
眼
を
見
開
き
、
吊
り
上
が
っ

た
目
尻
に
は
か
す
か
に
朱
が
入
っ
て
い
る
。
小
鼻
を
膨
ら
ま
し
、
目

元
ま
で
皺
を
寄
せ
て
い
る
。
上
の
歯
で
下
唇
を
噛
み
締
め
、
わ
ず
か

に
前
歯
が
三
本
ほ
ど
み
え
る
。
左
手
で
持
っ
た
笏
を
お
さ
え
る
よ
う

に
し
た
右
手
の
小
指
の
先
は
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、

「
鏡
天
神
」
が
一
般
に
は
「
怒
り
天
神
」
と
よ
ば
れ
る
天
神
像
の
特

徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

下
部
に
は
、
岩
と
梅
樹
が
描
か
れ
て
い
る
。
梅
は
、
断
ち
切
れ
の

太
い
樹
幹
か
ら
い
く
つ
も
の
細
い
枝
を
の
ば
し
て
、
紅
白
の
梅
花
が

散
ら
さ
れ
、
華
や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
本
紙
は
、
縦
八
六
・
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
た
だ

し
、
左
下
方
に
描
か
れ
た
岩
は
、
全
体
を
描
く
こ
と
な
く
途
切
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
表
装
替
え
等
の
際
に
上
下
左
右
に
切
り
詰
め
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
制
作
当
初
は
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な
画
幅
で 

図
２ 

箱
蓋
裏
書 

   

図
３ 

「
鏡
天
神
」
に
結
ば
れ
た
札 

       

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

箱
蓋
裏
書
に
は
、「
近
衛
龍
山
公
画
賛 

鏡
ノ
天
神
尊
像 

西
方
寺

什
物 

松
ノ
一
番
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
図
２
）。
一
六
世
紀
後
半
に

関
白
を
つ
と
め
た
近
衛
前
久
の
著
賛
と
さ
れ
、
西
方
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
文
物
の
な
か
で
も
最
上
級
の
什
物
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。 

 

ま
た
、
軸
に
結
ば
れ
た
紙
札
に
は
、「
鏡
天
神
御
画
像
軸 

高
徳
院

よ
り
寺
町
西
方
寺
に
御
預
け
置
し
所
、
神
佛
混
淆
の
儀
、
御
廃
止
に

付
、
明
治
二
年
三
月 

御
當
社
へ
御
移
之
旨
被 

仰
出
同
月
二
七
日
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御
遷
座
」
と
あ
り
、
加
賀
藩
祖
高
徳
院
前
田
利
家
か
ら
西
方
寺
に
預

け
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
こ
の
軸
箱
に
は
札
が
附
属

し
て
お
り
、
ペ
ン
字
で
「
西
方
寺
所
蔵 

鏡
天
神
図
」、
鉛
筆
と
み
ら

れ
る
字
で
「（
法
船
寺
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
椿
原
天
満

宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
き
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
ら
に
、
旧
軸
木
は
、
軸
装
に
な
っ
て
以
後
、
別
々
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
軸
木
の
先
端
に
は
「
大
天
神
」
の
墨
書
が
あ
る
。 

 

加
賀
藩
主
前
田
家
は
、
菅
原
道
真
の
子
孫
を
標
榜
し
、
代
々
天
神

を
信
仰
し
て
き
た
（
４
）
。
藩
主
の
信
仰
は
藩
政
後
期
に
は
庶
民
に
も
広 

 

図
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「
黄
楳
梵
淳
（
朴
中
）」 

     

図
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「
珠
泉
帰
才
」 

    

が
り
を
み
せ
、
菅
公
八
五
〇
年
の
年
忌
で
あ
る
宝
暦
二
年
（
一
七
五

二
）
に
は
、
町
人
で
あ
っ
た
水
巻
亭
楚
雀
・
百
里
斎
一
巴
ら
が
金
沢

城
下
二
五
か
所
の
天
神
を
巡
っ
て
発
句
集
『
北
の
梅
』
を
編
み
、
椿

原
天
満
宮
に
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
『
北
の
梅
』
の
第
二
番
目
に
「
鏡

尊
影 

西
方
寺
」
と
あ
り
、
二
十
五
天
神
の
二
番
目
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
５
）
。 

 

「
鏡
天
神
」
は
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
の
西
方
寺
火
災
を

ま
ぬ
が
れ
た
の
ち
、
近
世
加
賀
金
沢
に
お
い
て
前
田
利
家
が
奉
納
し

た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
き
わ
め
て
重
要
な
絵
画
と
し
て
伝
存
し
て
い

た
。
こ
の
の
ち
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
の
神
仏
分
離
令
に

よ
っ
て
金
沢
市
椿
原
天
満
宮
へ
移
さ
れ
、昭
和
三
六
年（
一
九
六
一
）

年
に
ふ
た
た
び
西
方
寺
に
返
還
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
長
ら
く
秘
仏
と

さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
修
復
を
へ
て
額
装

と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
毎
年
正
月
に
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

二
．
賛
文
を
読
む 

 

「
鏡
天
神
」
の
画
幅
上
部
に
は
三
つ
の
色
紙
形
が
あ
り
、
三
名
の

手
に
よ
る
賛
文
と
お
ぼ
し
き
墨
書
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
こ
ろ
成
立
し
た
『
金
澤
古
蹟
志
』
で
は
、「
楳
梵
淳
」
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御
遷
座
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と
「
林
泉
帰
才
」
な
る
人
名
が
比
定
さ
れ
て
い
た
（
６
）
。
し
か
し
、
色

紙
形
に
書
か
れ
た
賛
文
は
、
絹
地
の
傷
み
が
ひ
ど
く
、
墨
書
の
痕
跡

も
薄
れ
て
い
て
、肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
赤
外
線
に
よ
る
撮
影
で
賛
文
を
判
読
し
て
み
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。 

 

ⓐ
□
□
□
世
才
□
□ 

 

□
□
□
一
枝
影
潜 

 

□
□
□
飛
香
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
苑
□ 

 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
下 

ⓑ
堂
々
菅
相
國 

直
氣
肅
簪
紳 

 

遺
愛
楳
花
在 

調
和
天
地
香 

 
 
 
 
 
 
 

黄
楳
梵
淳 

印 

ⓒ
七
宇
尊
榮
天
所
封 

西
都
北
野
託
神
蹤 

 

徳
馨
只
在
梅
花
上 

貞
節
猶
存
一
夜
松 

 
 
 
 
 
 
 

珠
泉
歸
才 

印 
  

向
か
っ
て
右
側
の
色
紙
形
に
書
か
れ
た
ⓐ
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

損
傷
が
激
し
く
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
七
言
絶
句

の
う
ち
に
「
一
枝
」
や
「
飛
」「
香
」
と
い
う
文
字
か
ら
、
天
神
を
賛

嘆
す
る
内
容
が
う
か
が
え
、
左
端
二
行
に
わ
た
っ
て
作
者
に
関
す
る

情
報
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ⓑ
・
ⓒ
の
絶

句
に
つ
い
て
は
、『
古
蹟
志
』
の
翻
刻
文
が
知
ら
れ
て
お
り
、
詩
文
に

変
更
は
な
い
（
７
）
。
し
か
し
、
今
回
の
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
、『
古

蹟
志
』
で
は
判
読
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
作
者
の
名
前
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
の
色
紙
形
に
書
か
れ
た
ⓑ
の
漢
詩
文
の

作
者
は
、
こ
れ
ま
で
『
古
蹟
志
』
で
は
「
楳
梵
淳
」
と
読
ま
れ
て
き

た
が
、
赤
外
線
に
よ
り
「
黄
」
の
残
画
が
判
読
さ
れ
る
こ
と
か
ら
正

し
く
は
「
黄
楳
梵
淳
」
で
、
印
章
に
は
「
朴
中
」
と
い
う
文
字
が
確

認
で
き
た
（
図
４
）。
左
側
の
ⓒ
で
は
、『
古
蹟
志
』
に
「
林
泉
帰
才
」

と
さ
れ
て
き
た
人
名
の
「
林
」
の
字
は
王
偏
を
も
つ
「
珠
」
で
、「
珠

泉
帰
才
」
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
５
）。 

 

ⓑ
の
「
黄
楳
梵
淳
」
は
、
建
長
寺
黄
梅
院
主
で
あ
っ
た
朴
中
梵
淳

と
い
う
人
物
に
該
当
す
る
（
８
）
。
梵
淳
は
臨
済
宗
夢
窓
派
で
、
少
壮
の

こ
ろ
は
京
都
に
あ
り
、春
屋
妙
葩
や
義
堂
周
信
ら
と
親
近
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
関
東
に
移
り
、
瑞
泉
寺
で
夢
窓
疎
石
の
直
弟
で
あ
っ
た
適
庵

法
順
の
法
を
嗣
い
で
、
円
覚
寺
の
第
九
八
世
住
持
と
な
り
、
同
寺
に

海
會
庵
を
創
始
し
た
。
さ
ら
に
、
建
長
寺
の
第
一
三
七
世
住
持
と
な

り
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
ま
で
に
は
没
し
た
と
い
う
。
成
簣
堂

文
庫
に『
足
利
中
期
抄
本
朴
仲
和
尚
拾
遺
録
』が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
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玉
村
竹
二
氏
は
、
梵
淳
を
応
永
期
の
関
東
の
代
表
的
文
筆
僧
と
し
て

い
る
（
９
）
。 

 

ⓒ
の
「
珠
泉
帰
才
」
と
は
、『
扶
桑
五
山
記
』
に
円
覚
寺
の
塔
頭
珠

泉
庵
を
創
め
た
と
さ
れ
る
学
海
帰
才
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
臨

済
宗
佛
國
派
で
大
綱
帰
整
の
法
を
嗣
い
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
禅
学

大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
円
覚
寺
の
第
一
一
〇
世
住
持
と
な
り
、
建
長

寺
に
移
り
第
一
四
一
世
住
持
を
務
め
て
、永
享
一
〇
年（
一
四
三
九
）

一
〇
月
に
死
去
し
た
（

10
）
。 

 

梵
淳
と
帰
才
が
「
鏡
天
神
」
に
著
賛
し
た
の
は
、
二
人
の
没
年
か

ら
考
え
て
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
ご
ろ
ま
で
を
下
限
と
す
る
。
帰

才
は
高
峰
顕
日
の
佛
國
派
、
梵
淳
は
佛
國
派
夢
窓
疎
石
の
夢
窓
派
に

属
し
、
両
者
は
同
じ
門
派
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
人
は
と
も
に
鎌
倉

円
覚
寺
、
建
長
寺
の
住
持
を
歴
任
し
て
お
り
、
な
ん
ら
か
の
接
点
を

も
っ
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
鏡
天
神
」
と
は
、
そ
の
制
作
を
一
五
世
紀
前

半
に
さ
か
の
ぼ
り
、
関
東
鎌
倉
の
地
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

三
．
鎌
倉
の
天
神
像 

 

九
世
紀
を
生
き
た
菅
原
道
真
を
描
い
た
天
神
像
に
は
、「
束
帯
天
神

像
」「
綱
敷
天
神
像
」「
渡
唐
天
神
像
」
な
ど
の
よ
う
に
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
天
神
像
を
み
て
み
る
と
、「
鏡

天
神
」
と
同
じ
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
六
点
の
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 

図
６ 

Ｂ 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」
全
図 

        

図
７ 

Ｃ 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」 
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禅
学

大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
円
覚
寺
の
第
一
一
〇
世
住
持
と
な
り
、
建
長

寺
に
移
り
第
一
四
一
世
住
持
を
務
め
て
、永
享
一
〇
年（
一
四
三
九
）

一
〇
月
に
死
去
し
た
（

10
）
。 

 

梵
淳
と
帰
才
が
「
鏡
天
神
」
に
著
賛
し
た
の
は
、
二
人
の
没
年
か

ら
考
え
て
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
ご
ろ
ま
で
を
下
限
と
す
る
。
帰

才
は
高
峰
顕
日
の
佛
國
派
、
梵
淳
は
佛
國
派
夢
窓
疎
石
の
夢
窓
派
に

属
し
、
両
者
は
同
じ
門
派
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
人
は
と
も
に
鎌
倉

円
覚
寺
、
建
長
寺
の
住
持
を
歴
任
し
て
お
り
、
な
ん
ら
か
の
接
点
を

も
っ
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
鏡
天
神
」
と
は
、
そ
の
制
作
を
一
五
世
紀
前

半
に
さ
か
の
ぼ
り
、
関
東
鎌
倉
の
地
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

三
．
鎌
倉
の
天
神
像 

 

九
世
紀
を
生
き
た
菅
原
道
真
を
描
い
た
天
神
像
に
は
、「
束
帯
天
神

像
」「
綱
敷
天
神
像
」「
渡
唐
天
神
像
」
な
ど
の
よ
う
に
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
天
神
像
を
み
て
み
る
と
、「
鏡

天
神
」
と
同
じ
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
六
点
の
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 

図
６ 

Ｂ 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」
全
図 

        

図
７ 

Ｃ 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」 
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Ａ 

荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
（
立
像
）」 

 

紙
本
著
色
。

縦
一
八
九
・
五
×
横
一
三
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
眉
と
見
開
い

た
目
を
吊
り
上
げ
、
上
歯
で
唇
噛
み
締
め
、
忿
怒
の
表
情
を
と
り
、

雲
の
上
に
立
つ
。現
存
の
束
帯
天
神
像
で
は
、最
大
の
法
量
を
も
つ
。

鎌
倉
荏
柄
天
神
社
の
草
創
縁
起
に
よ
れ
ば
、長
治
元
年（
一
一
〇
四
）、

雷
雨
と
と
も
に
、
束
帯
を
ま
と
い
忿
怒
相
で
雲
の
上
に
立
っ
た
姿
の

一
幅
の
天
神
の
画
像
が
降
臨
し
た
と
い
う
。
同
社
に
は
、
そ
の
縁
起

に
ま
つ
わ
る
図
様
を
も
つ
束
帯
天
神
像
が
大
小
二
幅
あ
る
が
、
Ａ
本

は
そ
の
う
ち
の
大
き
い
方
の
一
幅
に
あ
た
り
、
一
六
世
紀
半
ば
の
作

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
（

11
）
。 

 

Ｂ 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
図
６
） 

 

絹
本
著
色
。
縦
九
五
・

二
×
横
四
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
部
に
は
色
紙
形
、
中
央
の

上
畳
に
は
束
帯
姿
の
像
主
が
忿
怒
の
表
情
で
描
か
れ
て
い
る
。
右
手

で
笏
を
お
さ
え
て
い
る
。
現
在
は
個
人
蔵
で
あ
る
が
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）の
修
理
銘
か
ら
、荏
柄
天
神
社
別
当
一
乗
院
の
什
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
画
風
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
作
と
さ
れ

て
い
る
（

12
）
。 

 

Ｃ 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
図
７
） 

 

絹
本
著
色
。

縦
一
〇
〇
・
二
×
横
四
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
畳
は
描
か
れ

ず
、
目
と
眉
を
吊
り
上
げ
、
目
元
に
皺
が
寄
り
、
右
向
き
に
座
っ
て

い
る
。
左
手
で
笏
を
持
ち
、
右
手
で
抑
え
て
い
る
。
中
箱
蓋
表
に
は
、

「
天
満
自
在
天
神
影 

土
佐
氏
之
筆
」
と
あ
り
、
土
佐
派
の
作
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
Ｂ
本
と
の
類
似
の
指
摘
が
あ
る
（

13
）
。 

 

Ｄ 

神
奈
川
県
秦
野
市
菅
原
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」 

 

絹
本

著
色
。
縦
六
二
・
〇
×
横
三
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
構
図
は
異

な
る
が
、
西
方
寺
本
と
同
じ
よ
う
な
著
彩
の
紅
白
の
梅
が
描
か
れ
て

い
る
。
繧
繝
縁
の
上
畳
に
白
髪
、
白
髭
、
白
眉
の
像
主
は
右
を
向
き
、

目
を
吊
り
上
げ
て
い
る
。
笏
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
で
お
さ
え
て
い

る
。
背
後
の
画
塀
に
紅
白
梅
が
描
か
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
秦
野
市

の
指
定
文
化
財
で
、
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
享
保
一
五
年

（
一
七
三
〇
）
に
菅
原
神
社
別
当
養
泉
院
住
職
の
仲
介
に
よ
り
、
鎌

倉
宝
戒
寺
か
ら
譲
り
受
け
た
と
い
う「
神
影
寄
附
願
口
上
書
及
裏
書
」

が
附
属
し
て
い
る
（

14
）
。
ま
た
、
同
社
に
は
、
天
神
縁
起
の
詞
書
が

伝
わ
っ
て
お
り
、
内
容
は
「
荏
柄
天
神
縁
起
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
同
社
が
鎌
倉
と
の
つ
な
が
り

を
強
く
も
ち
、
本
作
が
鎌
倉
よ
り
の
伝
来
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
裏
付

け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 
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Ａ 
荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
（
立
像
）」 

 

紙
本
著
色
。

縦
一
八
九
・
五
×
横
一
三
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
眉
と
見
開
い

た
目
を
吊
り
上
げ
、
上
歯
で
唇
噛
み
締
め
、
忿
怒
の
表
情
を
と
り
、

雲
の
上
に
立
つ
。現
存
の
束
帯
天
神
像
で
は
、最
大
の
法
量
を
も
つ
。

鎌
倉
荏
柄
天
神
社
の
草
創
縁
起
に
よ
れ
ば
、長
治
元
年（
一
一
〇
四
）、

雷
雨
と
と
も
に
、
束
帯
を
ま
と
い
忿
怒
相
で
雲
の
上
に
立
っ
た
姿
の

一
幅
の
天
神
の
画
像
が
降
臨
し
た
と
い
う
。
同
社
に
は
、
そ
の
縁
起

に
ま
つ
わ
る
図
様
を
も
つ
束
帯
天
神
像
が
大
小
二
幅
あ
る
が
、
Ａ
本

は
そ
の
う
ち
の
大
き
い
方
の
一
幅
に
あ
た
り
、
一
六
世
紀
半
ば
の
作

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
（

11
）
。 

 

Ｂ 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
図
６
） 

 

絹
本
著
色
。
縦
九
五
・

二
×
横
四
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
部
に
は
色
紙
形
、
中
央
の

上
畳
に
は
束
帯
姿
の
像
主
が
忿
怒
の
表
情
で
描
か
れ
て
い
る
。
右
手

で
笏
を
お
さ
え
て
い
る
。
現
在
は
個
人
蔵
で
あ
る
が
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）の
修
理
銘
か
ら
、荏
柄
天
神
社
別
当
一
乗
院
の
什
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
画
風
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
作
と
さ
れ

て
い
る
（

12
）
。 

 

Ｃ 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
図
７
） 

 

絹
本
著
色
。

縦
一
〇
〇
・
二
×
横
四
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
畳
は
描
か
れ

ず
、
目
と
眉
を
吊
り
上
げ
、
目
元
に
皺
が
寄
り
、
右
向
き
に
座
っ
て

い
る
。
左
手
で
笏
を
持
ち
、
右
手
で
抑
え
て
い
る
。
中
箱
蓋
表
に
は
、

「
天
満
自
在
天
神
影 

土
佐
氏
之
筆
」
と
あ
り
、
土
佐
派
の
作
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
Ｂ
本
と
の
類
似
の
指
摘
が
あ
る
（

13
）
。 

 

Ｄ 

神
奈
川
県
秦
野
市
菅
原
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」 

 

絹
本

著
色
。
縦
六
二
・
〇
×
横
三
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
構
図
は
異

な
る
が
、
西
方
寺
本
と
同
じ
よ
う
な
著
彩
の
紅
白
の
梅
が
描
か
れ
て

い
る
。
繧
繝
縁
の
上
畳
に
白
髪
、
白
髭
、
白
眉
の
像
主
は
右
を
向
き
、

目
を
吊
り
上
げ
て
い
る
。
笏
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
で
お
さ
え
て
い

る
。
背
後
の
画
塀
に
紅
白
梅
が
描
か
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
秦
野
市

の
指
定
文
化
財
で
、
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
享
保
一
五
年

（
一
七
三
〇
）
に
菅
原
神
社
別
当
養
泉
院
住
職
の
仲
介
に
よ
り
、
鎌

倉
宝
戒
寺
か
ら
譲
り
受
け
た
と
い
う「
神
影
寄
附
願
口
上
書
及
裏
書
」

が
附
属
し
て
い
る
（

14
）
。
ま
た
、
同
社
に
は
、
天
神
縁
起
の
詞
書
が

伝
わ
っ
て
お
り
、
内
容
は
「
荏
柄
天
神
縁
起
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
同
社
が
鎌
倉
と
の
つ
な
が
り

を
強
く
も
ち
、
本
作
が
鎌
倉
よ
り
の
伝
来
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
裏
付

け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 
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Ｅ 

小
松
天
満
宮
所
蔵「
絹
本
著
色
天
満
宮
霊
像
」 

 

絹
本
著
色
で
、

本
紙
一
〇
三
・
〇
×
五
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
顔
貌
は
、

す
こ
し
お
だ
や
か
で
屏
風
や
幕
な
ど
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
像

主
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
「
鏡
天
神
」
と
同
じ
特
徴
を
も
つ
。
外
箱
表
に

は
「
天
満
宮
霊
像
壱
幅
、
例
月
廿
五
日
開
帳
他
日
禁
像
拝
」、
裏
に
「
元

治
二
年
二
月
二
十
五
日
隠
士
宮
崎
實
想
謹
記
之
」
と
あ
り
、
元
治
二

年
（
一
八
六
五
）
に
外
箱
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
箱
も
残
っ

て
お
り
、
表
に
は
「
神
像
壹
幅
北
藩
虎
賁
中
郎
将
府
小
臣
」、
裏
に
「
享

保
十
一
年
二
月
二
十
五
日
」
の
年
紀
が
あ
る
。「
北
藩
」
は
加
賀
藩
を

指
し
、「
虎
賁
中
郎
将
」
は
近
衛
権
中
将
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
享
保

一
一
年
（
一
七
二
六
）
の
年
紀
、
加
賀
藩
、
近
衛
権
中
将
と
い
う
官

職
か
ら
六
代
藩
主
前
田
吉
徳
の
家
臣
に
よ
る
墨
書
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

添
状
も
残
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
宮
崎

久
兵
衛
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（

15
）
。
吉
徳
の

周
辺
で
、
何
ら
か
の
契
機
に
「
鏡
天
神
」
が
模
写
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
だ
ろ
う
。 

 

Ｆ 

雪
村
筆
「
束
帯
天
神
像
」 

 

紙
本
著
色
で
、
縦
八
七
・
八
×

横
四
三
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
雪
村
の
出
身
地
と
さ
れ
る

常
陸
国
部
垂
の
松
吟
寺
境
内
に
あ
っ
た
天
満
宮
の
御
神
体
と
し
て
、

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
部
垂
城
主
で
あ
っ
た
佐
竹
義
元
が
天
神

画
像
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
本
図
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が

さ
れ
て
い
る
。『
関
東
水
墨
画
』
に
お
い
て
は
、
Ｃ
大
阪
天
満
宮
本
と

の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

16
）
。『
後
北
条
氏
と
東
国
文
化
』
に

お
い
て
は
、
本
図
が
Ｂ
個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」
を
元
に
描
か
れ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（

17
）
。『
関
東
水
墨
画
』
の
な
か
で
相
澤
正
彦 

 

図
８ 

「
鏡
天
神
」
顔
部
分
（
赤
外
線
） 
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Ｅ 
小
松
天
満
宮
所
蔵「
絹
本
著
色
天
満
宮
霊
像
」 

 

絹
本
著
色
で
、

本
紙
一
〇
三
・
〇
×
五
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
顔
貌
は
、

す
こ
し
お
だ
や
か
で
屏
風
や
幕
な
ど
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
像

主
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
「
鏡
天
神
」
と
同
じ
特
徴
を
も
つ
。
外
箱
表
に

は
「
天
満
宮
霊
像
壱
幅
、
例
月
廿
五
日
開
帳
他
日
禁
像
拝
」、
裏
に
「
元

治
二
年
二
月
二
十
五
日
隠
士
宮
崎
實
想
謹
記
之
」
と
あ
り
、
元
治
二

年
（
一
八
六
五
）
に
外
箱
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
箱
も
残
っ

て
お
り
、
表
に
は
「
神
像
壹
幅
北
藩
虎
賁
中
郎
将
府
小
臣
」、
裏
に
「
享

保
十
一
年
二
月
二
十
五
日
」
の
年
紀
が
あ
る
。「
北
藩
」
は
加
賀
藩
を

指
し
、「
虎
賁
中
郎
将
」
は
近
衛
権
中
将
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
享
保

一
一
年
（
一
七
二
六
）
の
年
紀
、
加
賀
藩
、
近
衛
権
中
将
と
い
う
官

職
か
ら
六
代
藩
主
前
田
吉
徳
の
家
臣
に
よ
る
墨
書
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

添
状
も
残
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
宮
崎

久
兵
衛
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（

15
）
。
吉
徳
の

周
辺
で
、
何
ら
か
の
契
機
に
「
鏡
天
神
」
が
模
写
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
だ
ろ
う
。 

 

Ｆ 

雪
村
筆
「
束
帯
天
神
像
」 

 

紙
本
著
色
で
、
縦
八
七
・
八
×

横
四
三
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
雪
村
の
出
身
地
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さ
れ
る

常
陸
国
部
垂
の
松
吟
寺
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内
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あ
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天
満
宮
の
御
神
体
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し
て
、

天
文
七
年
（
一
五
三
八
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垂
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主
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あ
っ
た
佐
竹
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天
神

画
像
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
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そ
れ
が
本
図
で
は
な
い
か
と
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さ
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て
い
る
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関
東
水
墨
画
』
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お
い
て
は
、
Ｃ
大
阪
天
満
宮
本
と

の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

16
）
。『
後
北
条
氏
と
東
国
文
化
』
に

お
い
て
は
、
本
図
が
Ｂ
個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」
を
元
に
描
か
れ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（

17
）
。『
関
東
水
墨
画
』
の
な
か
で
相
澤
正
彦 

 

図
８ 

「
鏡
天
神
」
顔
部
分
（
赤
外
線
） 
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氏
は
、
Ｅ
本
に
東
国
画
人
に
よ
る
定
型
図
様
を
み
て
お
り
、『
天
神
さ

ま
の
美
術
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
種
の
伝
統
的
図
様
を
踏
襲
す
る
関

東
所
在
の
作
品
を
手
本
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
（

18
）
。 

  

こ
れ
ら
六
点
の
天
神
像
は
、
い
ず
れ
も
「
怒
り
天
神
」
の
図
様
を

も
つ
束
帯
天
神
像
で
あ
る
。
そ
の
顔
貌
に
注
目
し
て
み
る
と
、
ど
れ

も
頬
骨
の
は
っ
た
輪
郭
、
吊
り
上
げ
た
目
、
噛
み
締
め
た
唇
、
厚
い

耳
、膨
ら
ん
だ
鼻
筋
と
小
鼻
な
ど
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
う
ち
図
様
を
確
認
で
き
る
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
「
鏡
天
神
」
を
比
較

し
て
み
よ
う
。 

 

第
一
に
、目
と
鼻
の
輪
郭
線
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
が
図
８
で
あ
る
。

目
に
注
目
す
る
と
、
黒
線
の
「
鏡
天
神
」、
濃
い
灰
色
線
の
Ｂ
本
、
薄

い
灰
色
線
の
Ｃ
本
と
も
に
、
吊
り
上
げ
た
左
目
の
か
た
ち
は
ほ
ぼ
合

致
し
て
い
る
。
Ｂ
本
は
目
尻
の
線
が
強
調
さ
れ
伸
び
て
い
る
。
眉
を

み
て
み
る
と
、「
鏡
天
神
」
と
Ｂ
本
は
直
線
的
に
吊
り
あ
げ
て
い
る
の

に
対
し
、
Ｃ
本
は
眉
の
下
の
線
が
ア
ー
チ
を
描
い
て
い
る
。
鼻
に
注

目
す
る
と
、
鼻
筋
は
賛
者
と
も
な
め
ら
か
に
膨
ら
ま
さ
れ
て
い
る
。

賛
者
と
も
鼻
筋
は
だ
ん
ご
鼻
に
な
っ
て
い
る
が
、「
鏡
天
神
」
に
比
べ

て
Ｂ
本
・
Ｃ
本
は
一
回
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
小
鼻
も
同
様
に

三
者
と
も
膨
ら
ま
せ
て
い
る
が
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
は
強
調
さ
れ
て
い
る

（

19
）
。
第
二
に
、
笏
を

お
さ
え
た
手
の
部
分
を

見
て
み
る
と
、
三
者
と

も
笏
を
お
さ
え
た
右
手

の
小
指
は
伸
ば
さ
れ
て

い
る（
図
９
）。第
三
に
、

耳
の
部
分
を
比
較
し
て

み
よ
う
（
図
10
）
。
こ

れ
を
み
る
と
、
全
体
と

し
て
分
厚
く
縦
長
に
描

か
れ
て
い
る
点
で
共
通

し
て
い
る
。
ま
た
、
い

ず
れ
も
耳
の
上
に
あ
る

窪
み
の
線
描
に
ア
ク
セ

ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
こ

れ
ら
Ｂ
本
と
Ｃ
本
は
、

顔
の
各
部
位
や
手
の
表

現
ま
で
「
鏡
天
神
」
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
が

図
９ 

手
の
比
較 
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わ
か
る
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Ａ
・
Ｂ
本
は
と
も
に
鎌
倉
荏
柄
天
神
社
に
所
蔵
さ
れ
、
Ｄ
本
も
ま

た
鎌
倉
宝
戒
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
Ｆ
本

は
Ｂ
本
、
Ｅ
本
は
「
鏡
天
神
」
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

り
、
伝
来
不
詳
の
Ｃ
本
を
の
ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
を
中
心
と
す

る
関
東
で
制
作
・
伝
来
し
た
鎌
倉
様
式
の
束
帯
天
神
像
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
も
ま
た
、

そ
の
制
作
・
享
受
圏
を
鎌
倉
周
辺
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。 

 

四
．
紅
白
梅
図
の
系
譜 

 

加
え
て
、「
鏡
天
神
」
が
鎌
倉
様
式
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
う
ひ
と

つ
の
証
拠
を
梅
樹
の
描
き
方
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
鏡
天
神
」
の

画
面
下
方
に
は
、
紅
白
の
梅
花
を
つ
け
た
い
く
つ
も
の
細
い
枝
が
、

樹
幹
は
折
れ
て
途
切
れ
た
太
い
樹
幹
か
ら
の
び
て
い
る
（
図
11
）。 

 

中
世
日
本
に
お
け
る
梅
図
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。 

 

鎌
倉
時
代
に
宋
で
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
は
、
説
法
や
著
作
の
な
か
で

梅
を
超
俗
的
で
高
雅
な
花
と
し
て
紹
介
し
た
。
な
か
で
も
、
宋
代
の

文
人
林
和
靖
の
愛
梅
は
よ
く
知
ら
れ
、「
山
園
小
梅
」
の
「
疎
影
横
斜

図
10 

耳
の
比
較 

65 

わ
か
る
。 

                    

  

Ａ
・
Ｂ
本
は
と
も
に
鎌
倉
荏
柄
天
神
社
に
所
蔵
さ
れ
、
Ｄ
本
も
ま

た
鎌
倉
宝
戒
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
Ｆ
本

は
Ｂ
本
、
Ｅ
本
は
「
鏡
天
神
」
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

り
、
伝
来
不
詳
の
Ｃ
本
を
の
ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
を
中
心
と
す

る
関
東
で
制
作
・
伝
来
し
た
鎌
倉
様
式
の
束
帯
天
神
像
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
も
ま
た
、

そ
の
制
作
・
享
受
圏
を
鎌
倉
周
辺
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。 

 

四
．
紅
白
梅
図
の
系
譜 

 

加
え
て
、「
鏡
天
神
」
が
鎌
倉
様
式
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
う
ひ
と

つ
の
証
拠
を
梅
樹
の
描
き
方
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
鏡
天
神
」
の

画
面
下
方
に
は
、
紅
白
の
梅
花
を
つ
け
た
い
く
つ
も
の
細
い
枝
が
、

樹
幹
は
折
れ
て
途
切
れ
た
太
い
樹
幹
か
ら
の
び
て
い
る
（
図
11
）。 

 

中
世
日
本
に
お
け
る
梅
図
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。 

 
鎌
倉
時
代
に
宋
で
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
は
、
説
法
や
著
作
の
な
か
で

梅
を
超
俗
的
で
高
雅
な
花
と
し
て
紹
介
し
た
。
な
か
で
も
、
宋
代
の

文
人
林
和
靖
の
愛
梅
は
よ
く
知
ら
れ
、「
山
園
小
梅
」
の
「
疎
影
横
斜

図
10 
耳
の
比
較 



66 

水
淸
淺
、
暗
香
浮
動
月

黄
昏
（
暗
く
か
す
む
月

明
か
り
の
中
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
か
す
か
に

漂
う
香
り
、
清
ら
か
な

流
れ
に
映
る
疎
ら
な
花

の
枝
）」と
い
う
表
現
は
、

大
き
な
影
響
を
与
え
た

（

20
）
。
当
初
は
こ
れ
ら

中
国
詩
人
や
禅
僧
た

ち
の
詩
趣
に
そ
っ
て
、

日
本
の
五
山
僧
た
ち
の

詠
梅
詩
の
な
か
で
梅
は

悟
り
の
花
と
も
さ
れ
、

高
雅
で
超
俗
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
て

い
た
（

21
）
。 

 

し
か
し
、
梅
イ
メ
ー

ジ
は
し
だ
い
に
艶
麗
で

華
や
か
な
も
の
に
な
っ

て
い
く
（

22
）
。
詠
梅
詩

図
12 

荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」 

         

図
13 

栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
仲
安
真
康
筆
「
墨
梅
図
」 

        
 

図
11 

下
部
の
紅
白
梅 
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が
五
山
文
学
の
な
か
で
爆
発
的
に
増
え
た
一
方
、
宋
代
以
来
の
超
俗

的
な
イ
メ
ー
ジ
は
時
代
が
降
る
ご
と
に
形
骸
化
し
て
い
っ
た
（

23
）
。 

 

詩
文
に
お
け
る
中
世
人
の
愛
梅
の
変
化
は
、絵
画
に
も
お
よ
ん
だ
。

墨
の
濃
淡
で
梅
樹
の
姿
や
花
の
咲
き
ぐ
あ
い
を
描
写
す
る
墨
梅
図
は
、

北
宋
時
代
に
は
じ
ま
り
、
南
宋
時
代
に
は
さ
か
ん
に
描
か
れ
た
。
宋

代
禅
宗
の
墨
梅
は
、
鎌
倉
時
代
に
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
、
禅
宗
社
会
に
お
け
る
愛
梅
ブ
ー
ム
の
な
か
で
日
本
水
墨
画

の
黎
明
期
か
ら
墨
梅
図
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（

24
）
。
こ
れ

ら
の
墨
梅
図
は
、
高
い
精
神
性
・
宗
教
観
を
示
す
も
の
と
し
て
み
ら

れ
て
い
た
（

25
）
。 

 

墨
梅
図
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
梅
図
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
墨

色
に
浮
か
び
上
が
る
白
梅
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
五
世
紀
後
半

か
ら
花
鳥
図
が
登
場
し
、
水
辺
の
風
景
を
背
景
に
し
て
鳥
や
他
の
草

木
と
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
る
梅
図
が
増
え
て
く
る
。
墨
梅
図
か
ら
花
鳥

図
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、
梅
図
は
宗
教
的
意
味
合
い
よ

り
も
、花
鳥
図
を
彩
る
装
飾
的
な
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

中
世
に
描
か
れ
た
梅
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
鏡
天
神
」
に
は
同

時
代
の
梅
図
に
は
な
い
二
つ
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ひ
と
つ
は
紅
白
梅
図
で
あ
る
点
で
あ
る
。
描
か
れ
る
梅
花
の
色
に

注
目
し
て
み
る
と
、
室
町
前
期
ご
ろ
ま
で
の
墨
梅
図
は
白
梅
図
が
多

く
、
紅
白
の
梅
が
描
か
れ
た
例
は
ほ
ぼ
現
存
し
な
い
（

26
）
。
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
四
季
花
鳥
図
」
を
早
い
例
と
し
て
花
鳥
図

が
登
場
す
る
と
、
紅
白
の
梅
花
を
装
飾
的
に
対
比
さ
せ
た
紅
白
梅
図

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（

27
）
。
た
と
え
ば
、
洛
中
洛
外
図
を
み
る

と
、白
梅
が
多
い
歴
博
甲
本
に
比
べ
て
、上
杉
本
で
は
紅
白
梅
の
セ
ッ

ト
で
描
か
れ
る
場
面
が
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
京
都
大
覚

寺
宸
殿
の
狩
野
山
楽
筆
「
紅
白
梅
図
襖
」
は
、
八
面
に
お
よ
ぶ
紅
梅

の
巨
樹
の
右
方
に
三
面
に
わ
た
る
白
梅
を
描
く
。
妙
心
寺
天
球
院
の

「
梅
花
游
禽
図
」
は
、
白
梅
に
山
鳥
を
描
く
北
面
と
紅
梅
に
雉
を
描

く
東
面
が
連
続
す
る
。
尾
形
光
琳
筆
「
紅
白
梅
図
屏
風
」
は
、
月
夜

の
水
辺
の
風
景
と
い
う
墨
梅
図
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
紅
白
の

梅
花
を
描
い
た
近
世
装
飾
画
の
到
達
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
五
世

紀
初
頭
に
描
か
れ
た
「
鏡
天
神
」
に
は
鮮
や
か
な
紅
白
梅
が
あ
し
ら

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
梅
図
の
歴
史
か
ら
み
て
も
例
外
的
で
先
駆

的
な
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、断
ち
枯
れ
の
素
朴
な
樹
幹
で
あ
る
。た
と
え
ば
、

荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」
は
、
白
髪
、
白
眉
、
白
髭
の
像

主
が
綱
上
に
座
す
典
型
的
な
室
町
期
の
綱
敷
天
神
像
で
あ
る
（
図

12
）。
そ
の
背
後
に
描
か
れ
た
白
梅
の
樹
幹
は
、
縦
に
の
び
た
途
中

で
折
れ
、
断
ち
枯
れ
に
な
っ
て
お
り
、
素
朴
な
印
象
を
受
け
る
。
ま

た
、
鎌
倉
水
墨
画
の
祖
と
い
わ
れ
る
仲
安
真
康
筆
の
栃
木
県
立
博
物

館
所
蔵
「
墨
梅
図
」
や
『
室
町
水
墨
画
』
所
収
「
墨
梅
図
」
に
も
同
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が
五
山
文
学
の
な
か
で
爆
発
的
に
増
え
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の
超
俗
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収
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様
の
特
徴
が
あ
り
、
折
れ
た
素
朴
な
梅
樹
に
一
五
・
一
六
世
紀
の
鎌

倉
で
活
躍
し
た
祥
啓
の
画
風
を
見
出
す
見
解
も
あ
る
（

28
）（
図
13
）。

こ
う
し
た
断
ち
枯
れ
の
梅
樹
の
表
現
の
な
か
に
こ
そ
、
鎌
倉
独
自
の

梅
図
の
表
現
が
図
像
伝
統
が
生
き
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

五
．
前
田
利
常
・
綱
紀
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 

「
鏡
天
神
」
の
み
な
ら
ず
、
加
越
能
地
域
に
は
天
神
関
連
の
絵
画

が
数
多
く
残
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
加
賀
藩
前
田
家
周
辺

で
は
、
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
様
相
を
み

て
お
こ
う
。 

 

ま
ず
、
藩
祖
前
田
利
家
自
身
の
天
神
信
仰
に
つ
い
て
は
、
一
七
世

紀
前
半
成
立
の
『
亜
相
公
夜
話
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
逸
話
が
知

ら
れ
て
い
る
（

29
）
。
ひ
と
つ
は
、
冒
頭
に
「
利
家
様
は
菅
原
氏
菅
丞

相
の
御
す
じ
な
り
、
筑
紫
衆
大
納
言
様
六
代
以
前
に
尾
張
へ
御
越
被

成
、
あ
ら
こ
に
居
住
被
成
候
由
、
御
も
の
が
た
り
承
申
候
事
」
と
あ

る
点
で
、
菅
原
道
真
の
子
孫
が
尾
張
荒
子
に
移
っ
た
の
が
前
田
家
の

は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
天
正
九
年
（
一
五
九

一
）
に
利
家
が
能
登
に
入
国
し
た
際
、
最
初
に
居
を
構
え
た
飯
山
で

は
水
を
え
ら
れ
ず
、
天
神
社
の
あ
る
現
宝
達
志
水
町
の
菅
原
に
館
を

構
え
た
と
こ
ろ
、「
国
々
に
栄
ふ
る
梅
の
若
枝
か
な
」
と
い
う
夢
想
を

え
て
戦
勝
が
続
い
た
た
め
に
天
神
を
信
仰
し
は
じ
め
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
前
田
家
が
天
神
の
後
胤
を
標
榜
す
る

よ
う
に
な
っ
た
後
世
に
な
っ
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
利
家

自
身
の
天
神
信
仰
を
示
す
史
料
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（

30
）
。 

 

前
田
家
の
天
神
信
仰
の
た
し
か
な
痕
跡
が
残
る
の
は
、
三
代
利
常

の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
に
完

成
し
た
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
よ
れ
ば
、
菅
原
道
真
が
筑
紫
で
も

う
け
た
二
人
の
息
子
の
兄
は
、
前
田
姓
を
名
乗
り
、
そ
の
子
孫
が
尾

張
に
移
っ
た
と
い
う
（

31
）
。
こ
れ
ら
を
伝
え
る
家
譜
や
宝
物
は
、
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
一
〇
月
晦
日
夜
の
落
雷
に
よ
る
金
沢
城
焼
失

で
現
存
し
な
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
利
常
は
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
に
隠
居
す
る
小
松
城
の
鬼
門
の
方
角
に
小
松
天
満
宮
を
造

営
し
、
京
都
北
野
天
満
宮
か
ら
連
歌
師
と
し
て
当
時
名
高
か
っ
た
宮

司
能
順
を
別
当
に
迎
え
た
（

32
）
。 

 

天
神
後
胤
説
を
唱
え
始
め
た
利
常
以
来
、
加
賀
藩
前
田
家
が
蒐
集

し
て
き
た
書
物
や
古
物
は
、
現
在
、
前
田
育
徳
会
の
尊
経
閣
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
利
常
ゆ
か
り
の
も
の
と
し
て
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
後
水
尾
天
皇
自
筆
の
色
紙
が
貼
ら

れ
た
Ｇ
伝
天
台
座
主
座
主
法
性
寺
尊
意
筆
「
束
帯
天
神
」
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
利
常
が
開
い
た
小
松
天
満
宮
の
延
宝
二
年
（
一
六
七

四
）「
由
来
書
上
」
に
よ
れ
ば
、
御
神
体
と
し
て
奉
斎
し
た
Ｅ
「
束
帯
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様
の
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徴
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、
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朴
な
梅
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に
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六
世
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倉
で
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し
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祥
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の
画
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を
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乗
り
、
そ
の
子
孫
が
尾

張
に
移
っ
た
と
い
う
（

31
）
。
こ
れ
ら
を
伝
え
る
家
譜
や
宝
物
は
、
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
一
〇
月
晦
日
夜
の
落
雷
に
よ
る
金
沢
城
焼
失

で
現
存
し
な
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
利
常
は
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
に
隠
居
す
る
小
松
城
の
鬼
門
の
方
角
に
小
松
天
満
宮
を
造

営
し
、
京
都
北
野
天
満
宮
か
ら
連
歌
師
と
し
て
当
時
名
高
か
っ
た
宮

司
能
順
を
別
当
に
迎
え
た
（

32
）
。 

 

天
神
後
胤
説
を
唱
え
始
め
た
利
常
以
来
、
加
賀
藩
前
田
家
が
蒐
集

し
て
き
た
書
物
や
古
物
は
、
現
在
、
前
田
育
徳
会
の
尊
経
閣
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
利
常
ゆ
か
り
の
も
の
と
し
て
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
後
水
尾
天
皇
自
筆
の
色
紙
が
貼
ら

れ
た
Ｇ
伝
天
台
座
主
座
主
法
性
寺
尊
意
筆
「
束
帯
天
神
」
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
利
常
が
開
い
た
小
松
天
満
宮
の
延
宝
二
年
（
一
六
七

四
）「
由
来
書
上
」
に
よ
れ
ば
、
御
神
体
と
し
て
奉
斎
し
た
Ｅ
「
束
帯
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天
神
像
」
は
、
大
蔵
丞
筆
梵
竺
仙
賛
の
も
の
で
、
利
常
か
ら
の
奉
納

と
さ
れ
て
い
る
（

33
）
。
加
え
て
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）「
由
来
書

上
」
に
よ
れ
ば
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
六
月
七
日
に
は
、
利
常

に
よ
り
同
社
に
招
か
れ
た
能
順
が
、
利
常
よ
り
拝
領
し
た
品
と
し
て

御
神
体
以
外
に
、
Ｈ
「
北
野
天
神
縁
起
」
や
Ｉ
「
渡
唐
天
神
像
」
を

紹
介
し
て
い
る
（

34
）
。
そ
の
ほ
か
、
利
常
ゆ
か
り
と
い
わ
れ
る
天
神

像
に
、
Ｊ
椿
原
天
満
宮
所
蔵
「
渡
唐
天
神
像
」、
利
常
愛
蔵
と
い
わ
れ

る
Ｋ
椿
原
天
満
宮
所
蔵
「
お
預
け
天
神
像
」
な
ど
数
点
が
の
こ
る
（

35
）
。

こ
れ
ら
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
利
常
ゆ
か
り
の
品
と
し
て
寄
進

さ
れ
、
各
々
の
寺
社
の
権
威
を
示
す
重
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。 

 

つ
づ
く
五
代
藩
主
綱
紀
は
、
新
井
白
石
に
「
加
州
は
天
下
の
書
府

な
り
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
書
物
や
古
物
を
蒐
集
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
文
物
に
た
し
か
に
関
心
を
寄
せ
て
、
そ
の
入
手

に
尽
力
し
て
い
た
。
綱
紀
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
「
大
願

十
事
」
と
し
て
一
〇
か
条
の
計
画
を
示
し
、
そ
の
二
番
目
に
天
満
宮

の
造
営
を
あ
げ
て
、
天
神
の
子
孫
と
し
て
の
意
識
高
揚
に
努
め
て
い

る
（

36
）
。 

 

綱
紀
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
が
、
Ｌ
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
荏
柄
天
神
縁
起
」
で
あ
る
。
元
応

元
年
（
一
三
一
九
）
一
二
月
一
日
に
右
近
将
監
藤
原
行
長
に
よ
っ
て

奉
納
さ
れ
た
「
北
野
天
神
縁
起
」
の
模
本
の
ひ
と
つ
で
、
三
巻
か
ら

な
る
（

37
）
。 

 

綱
紀
は
、
古
筆
・
古
物
の
蒐
集
の
た
め
、
書
物
調
奉
行
を
京
都
・

鎌
倉
な
ど
に
派
遣
し
て
い
た
。「
荏
柄
天
神
縁
起
」
の
存
在
は
、
延
宝

五
年
（
一
六
七
七
）
一
一
月
一
一
日
に
鎌
倉
へ
探
索
に
赴
い
た
津
田

光
吉
に
よ
り
綱
紀
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
綱
紀
か
ら
借
用
の
指

示
が
な
さ
れ
、表
装
を
修
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、一
二
月
に
な
っ

て
火
事
の
恐
れ
か
ら
翌
年
の
春
ま
で
延
期
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
こ
ろ
に
「
山
本
某
」
が
残
し
た
覚
書
に
よ

れ
ば
、
約
三
〇
年
ほ
ど
以
前
に
江
戸
で
開
帳
が
あ
っ
た
際
、
荏
柄
社

一
乗
院
に
申
し
入
れ
て
借
用
し
、
綱
紀
に
上
覧
し
た
。
綱
紀
は
、
し

ば
ら
く
手
元
に
留
め
て
書
写
を
終
え
た
の
ち
、
礼
状
を
添
え
て
返
却

し
た
と
い
う
。
綱
紀
は
、
そ
の
三
、
四
年
後
の
暮
れ
に
、
窮
乏
し
た

荏
柄
天
神
社
の
申
し
出
を
う
け
て
、
引
き
取
っ
た
と
い
う
。 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、「
鏡
天
神
」
の
軸
に
結
ば
れ
た
紙
札
に
は
、、

前
田
利
家
か
ら
西
方
寺
に
預
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
は
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）「
当
寺
幷
触
下
由
来
帳
」に
も
記
さ
れ
、

こ
こ
で
は
高
徳
院
前
田
利
家
か
ら
「
鏡
天
神
」、
三
代
藩
主
微
妙
院
利

常
か
ら
別
の
「
渡
唐
天
神
像
」
が
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
他

方
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
こ
ろ
成
立
の
『
金
沢
古
蹟
志
』（
以

下
『
古
蹟
志
』）
で
は
、
利
常
か
ら
寄
附
さ
れ
た
と
す
る
（

38
）
。
一
六 
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図
14 

金
澤
神
社
所
蔵
「
天
満
宮
御
尊
影
」 

          

世
紀
の
制
作
と
い
う
箱
書
と
と
も
に
、
利
家
・
利
常
と
い
っ
た
藩
政

初
期
の
藩
主
に
仮
託
し
た
い
く
つ
か
の
諸
説
が
混
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

た
だ
し
、「
当
寺
幷
触
下
由
来
帳
」
を
み
る
と
、
微
妙
院
利
常
の
「
渡

唐
天
神
」
よ
り
以
前
に
高
徳
院
利
家
か
ら
「
鏡
天
神
」
が
伝
来
し
て

い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
伝
来
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
群
を
抜
い
て
古
画

で
あ
り
、
建
立
に
藩
祖
利
家
が
関
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
利
常
で
は

な
く
利
家
と
の
ゆ
か
り
が
付
託
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
鏡
天
神
」

は
、
加
越
能
地
域
の
他
の
寺
社
に
残
る
利
常
に
よ
る
天
神
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
は
別
の
文
脈
で
考
え
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

六
．
も
う
ひ
と
つ
の
天
神
像 

 

金
沢
市
金
澤
神
社
に
、
鎌
倉
様
式
の
天
神
像
の
特
徴
を
示
す
影
向

型
の
天
神
立
像
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
同
社
の
御
神
体
と
さ
れ
る
「
天

満
宮
御
尊
影
」
で
あ
る
（
図
14
）。
紙
本
著
色
で
、
雲
上
に
、
黒
袍

の
束
帯
姿
の
像
主
が
立
像
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
像
容
は
、
荏
柄

天
神
社
所
蔵
「
荏
柄
天
神
像
」
と
酷
似
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
は
、「
天
満
天
神
尊
像
之
記
」
と
題
す
る
文
書
が
附
属
し
て

い
る
（

39
）
。
こ
の
覚
書
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
陸
奥
棚
倉

の
加
藤
彌
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彌
蔵
の
父
魯

休
の
言
い
伝
え
と
し
て
、
祖
父
松
月
院
玄
秀
が
天
正
一
八
年
（
一
八

九
一
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
後
北
条
氏
の
小
田
原
城
落
城
の
日
、
城

内
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
。
落
城
後
、
こ
の
一
族
は
陸
奥
棚
倉
（
現
福

島
県
）
に
移
住
し
た
。
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
棚
倉
大
火
災

で
私
宅
に
も
火
が
か
か
っ
た
が
、
こ
の
天
神
像
は
焼
失
を
免
れ
た
こ

と
に
、
み
な
驚
嘆
し
た
と
い
う
。
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）、
棚
倉

に
左
遷
さ
れ
て
い
た「
加
藤
大
和
守
」と
い
う
人
物
が
霊
験
を
聞
き
、

自
ら
の
罪
状
に
は
真
偽
が
交
雑
し
て
お
り
、
恥
辱
を
晴
ら
し
た
い
と

天
神
像
に
願
い
を
託
す
と
、そ
の
年
の
四
月
に
許
さ
れ
、伊
予
へ
移
っ

70 

図
14 

金
澤
神
社
所
蔵
「
天
満
宮
御
尊
影
」 

          

世
紀
の
制
作
と
い
う
箱
書
と
と
も
に
、
利
家
・
利
常
と
い
っ
た
藩
政

初
期
の
藩
主
に
仮
託
し
た
い
く
つ
か
の
諸
説
が
混
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

た
だ
し
、「
当
寺
幷
触
下
由
来
帳
」
を
み
る
と
、
微
妙
院
利
常
の
「
渡

唐
天
神
」
よ
り
以
前
に
高
徳
院
利
家
か
ら
「
鏡
天
神
」
が
伝
来
し
て

い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
伝
来
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
群
を
抜
い
て
古
画

で
あ
り
、
建
立
に
藩
祖
利
家
が
関
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
利
常
で
は

な
く
利
家
と
の
ゆ
か
り
が
付
託
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
鏡
天
神
」

は
、
加
越
能
地
域
の
他
の
寺
社
に
残
る
利
常
に
よ
る
天
神
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
は
別
の
文
脈
で
考
え
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

六
．
も
う
ひ
と
つ
の
天
神
像 

 

金
沢
市
金
澤
神
社
に
、
鎌
倉
様
式
の
天
神
像
の
特
徴
を
示
す
影
向

型
の
天
神
立
像
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
同
社
の
御
神
体
と
さ
れ
る
「
天

満
宮
御
尊
影
」
で
あ
る
（
図
14
）。
紙
本
著
色
で
、
雲
上
に
、
黒
袍

の
束
帯
姿
の
像
主
が
立
像
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
像
容
は
、
荏
柄

天
神
社
所
蔵
「
荏
柄
天
神
像
」
と
酷
似
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
は
、「
天
満
天
神
尊
像
之
記
」
と
題
す
る
文
書
が
附
属
し
て

い
る
（

39
）
。
こ
の
覚
書
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
陸
奥
棚
倉

の
加
藤
彌
蔵
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彌
蔵
の
父
魯

休
の
言
い
伝
え
と
し
て
、
祖
父
松
月
院
玄
秀
が
天
正
一
八
年
（
一
八

九
一
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
後
北
条
氏
の
小
田
原
城
落
城
の
日
、
城

内
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
。
落
城
後
、
こ
の
一
族
は
陸
奥
棚
倉
（
現
福

島
県
）
に
移
住
し
た
。
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
棚
倉
大
火
災

で
私
宅
に
も
火
が
か
か
っ
た
が
、
こ
の
天
神
像
は
焼
失
を
免
れ
た
こ

と
に
、
み
な
驚
嘆
し
た
と
い
う
。
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）、
棚
倉

に
左
遷
さ
れ
て
い
た「
加
藤
大
和
守
」と
い
う
人
物
が
霊
験
を
聞
き
、

自
ら
の
罪
状
に
は
真
偽
が
交
雑
し
て
お
り
、
恥
辱
を
晴
ら
し
た
い
と

天
神
像
に
願
い
を
託
す
と
、そ
の
年
の
四
月
に
許
さ
れ
、伊
予
へ
移
っ
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た
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
大
和
守
家
臣
の
石
井
儀
兵
衛
か
ら
の

書
状
が
到
来
し
た
。
そ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
大
和
守
の
雪
辱
は
果
た

さ
れ
た
今
、
本
郷
へ
旅
し
、
こ
の
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
天
神
像
の

霊
験
を
謝
し
て
絵
箱
を
贈
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、「
加
藤
大
和
守
」
と
は
、
大
坂

の
町
奉
行
も
つ
と
め
た
旗
本
加
藤
泰
堅
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
元
禄

五
年
（
一
六
九
二
）、
加
藤
泰
堅
は
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
る
が
、
同
八

年
（
一
六
九
五
）
に
職
務
の
怠
慢
や
配
下
の
汚
職
に
よ
り
知
行
を
没

収
さ
れ
、
棚
倉
藩
内
藤
豊
前
守
弌
信
に
召
し
預
け
と
な
り
、
同
一
〇

年
（
一
六
九
七
）
に
赦
免
さ
れ
伊
予
国
に
移
さ
れ
た
。『
断
家
譜
』
に

よ
れ
ば
、
同
一
二
年
（
一
六
九
九
）
に
五
四
才
で
没
し
た
と
あ
る
。

添
状
を
の
こ
し
た
加
藤
弥
蔵
と
は
同
族
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（

40
）
。 

 

そ
の
後
の
伝
来
は
不
詳
で
は
あ
る
も
の
の
、
金
沢
神
社
の
宝
物
類

は
、
明
治
維
新
後
に
上
京
し
た
前
田
家
が
金
沢
に
残
し
た
天
神
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
図
が
、
一
八
世
紀
以
降

の
あ
る
時
点
で
加
賀
藩
前
田
家
か
ら
金
沢
神
社
に
伝
存
し
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。「
天
満
宮
御
尊
影
」
は
、
前
田
利
常
・
綱
紀
に
よ
る
鎌
倉

調
査
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
装
幀
で
き
る

だ
ろ
う
。 

 

鎌
倉
円
覚
寺
周
辺
で
作
ら
れ
た
「
鏡
天
神
」
と
、
綱
紀
に
よ
り
購

入
さ
れ
た
「
荏
柄
天
神
縁
起
」、
金
澤
神
社
の
「
天
満
宮
御
尊
影
」。

鎌
倉
に
ゆ
か
り
を
も
つ
三
点
の
天
神
像
み
て
み
る
と
、
加
賀
藩
主
た

ち
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
る
際
に
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
天

神
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。「
鏡
天
神
」
と
は
、

こ
う
し
た
加
賀
藩
前
田
家
に
よ
る
鎌
倉
ゆ
か
り
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
先
駆
け
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

お
わ
り
に 

 

西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
は
、
描
か
れ
る
像
主
の
表
現
、
断
ち
枯

れ
に
な
っ
た
梅
樹
の
描
写
か
ら
、
関
東
鎌
倉
様
式
の
特
徴
を
も
っ
て

い
る
。
ま
た
、
賛
文
を
赤
外
線
で
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賛
者
が

朴
中
梵
淳
、
学
海
帰
才
と
い
う
、
一
五
世
紀
初
め
に
鎌
倉
円
覚
寺
周

辺
で
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。    

 

前
田
家
の
天
神
信
仰
は
、
利
家
の
頃
か
ら
と
い
う
確
証
は
な
く
、

そ
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
三
代
利
常
で
あ
っ
た
。
前
田
家
の
天
神
作

品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
利
常
や
綱
紀
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の

も
か
な
り
の
数
が
残
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
天
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
前
田
育
徳
会
所
蔵
「
荏
柄

天
神
縁
起
絵
巻
」
や
金
澤
神
社
所
蔵
「
天
満
宮
御
尊
影
」
な
ど
の
よ

う
に
東
国
鎌
倉
に
ゆ
か
り
を
も
つ
天
神
関
係
史
料
が
重
要
視
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
鏡
天
神
」
と
は
、
鎌
倉
の
天
神
作
品
を
重
視
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す
る
利
常
以
降
の
加
賀
藩
主
前
田
家
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
鎌
倉
天

神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
群
の
最
古
級
の
宝
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
て
「
鏡
天
神
」
は
、
加
賀
藩
祖
前
田
利
家
か
ら
の
奉
納
さ
れ

た
と
す
る
伝
承
と
と
も
に
西
方
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

関
東
鎌
倉
で
制
作
さ
れ
た
最
古
の
束
帯
天
神
像
で
あ
る「
鏡
天
神
」。

そ
れ
は
、
鎌
倉
独
自
の
天
神
信
仰
だ
け
で
な
く
、
一
五
世
紀
初
頭
の

鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
期
の
鎌
倉
画
壇
・
文
化
を
知
る
た
め
の
重
要
な

手
が
か
り
と
も
な
る
。「
鏡
天
神
」
は
、
今
後
の
天
神
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
重
要
な
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

〔
図
版
一
覧
〕 

図
１ 

 

西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
全
図 

※
カ
ラ
ー
口
絵 

図
２ 

「
鏡
天
神
」
箱
蓋
裏
書 

図
３ 

「
鏡
天
神
」
に
附
属
し
た
紙
札 

図
４ 

「
黄
楳
梵
淳
」
の
墨
書
と
「
朴
中
」
の
印
章 

図
５ 

「
珠
泉
帰
才
」
の
墨
書 

図
６ 

 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
鎌
倉
国
宝
館
『
荏
柄
天
神
社 

九
百
年 

       

―
鶴
岡
八
幡
宮
古
神
宝
類
と
と
も
に
―
』
よ
り
転
載
） 

図
７ 

 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
東
京
国
立
博
物
館
・
福
岡
市 

       

博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
天
神
さ
ま
の
美
術
』
よ
り
転
載
） 

図
８ 

 

目
と
輪
郭
線
の
比
較 

図
９ 

 

耳
の
比
較
（「
鏡
天
神
」、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
） 

図
10 

 

右
手
小
指
の
比
較
（「
鏡
天
神
」、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
） 

図
11 

「
鏡
天
神
」
の
紅
白
梅 

図
12 

 

荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
鎌
倉
国
宝
館
企
画
展
『
鎌
倉 

       

ゆ
か
り
の
天
神
さ
ま
』
よ
り
転
載
） 

図
13 

 

栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
仲
安
真
康
筆
「
墨
梅
図
」（
栃
木
県
立
博
物 

       

館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
』
よ 

       

り
転
載
） 

図
14 

 

金
澤
神
社
所
蔵
「
天
満
宮
御
尊
影
」 

 

注 （
１
）
相
澤
正
彦
「
逸
翁
美
術
館
本
「
大
江
山
絵
詞
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
七
七
、
一
九
九
〇
年
）
、
鈴
木
哲
雄
「
香
取
本

「
大
江
山
絵
詞
」
の
伝
来
と
附
属
の
品
々
」（
佐
藤
博
信
編
『
中
世
房
総

と
東
国
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
。 

（
２
）
栃
木
県
立
博
物
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
関
東
水
墨
画
の

二
〇
〇
年
』
一
九
九
八
年 

（
３
）
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）「
寺
社
由
来
書
上 

当
寺
幷
触
下
由
来
帳 

西

方
寺
」（
井
上
鋭
夫
編
『
加
越
能
寺
社
由
来
』
石
川
県
図
書
館
協
会 

一

九
七
四
年
年
）。 

（
４
）
瀬
戸
薫
「
前
田
氏
と
金
沢
の
天
神
信
仰
」（
北
國
新
聞
社
出
版
局
編
『
城
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
群
の
最
古
級
の
宝
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
て
「
鏡
天
神
」
は
、
加
賀
藩
祖
前
田
利
家
か
ら
の
奉
納
さ
れ

た
と
す
る
伝
承
と
と
も
に
西
方
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

関
東
鎌
倉
で
制
作
さ
れ
た
最
古
の
束
帯
天
神
像
で
あ
る「
鏡
天
神
」。

そ
れ
は
、
鎌
倉
独
自
の
天
神
信
仰
だ
け
で
な
く
、
一
五
世
紀
初
頭
の

鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
期
の
鎌
倉
画
壇
・
文
化
を
知
る
た
め
の
重
要
な

手
が
か
り
と
も
な
る
。「
鏡
天
神
」
は
、
今
後
の
天
神
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
重
要
な
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

〔
図
版
一
覧
〕 

図
１ 

 

西
方
寺
所
蔵
「
鏡
天
神
」
全
図 

※
カ
ラ
ー
口
絵 

図
２ 

「
鏡
天
神
」
箱
蓋
裏
書 

図
３ 

「
鏡
天
神
」
に
附
属
し
た
紙
札 

図
４ 

「
黄
楳
梵
淳
」
の
墨
書
と
「
朴
中
」
の
印
章 

図
５ 

「
珠
泉
帰
才
」
の
墨
書 

図
６ 

 

個
人
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
鎌
倉
国
宝
館
『
荏
柄
天
神
社 

九
百
年 

       

―
鶴
岡
八
幡
宮
古
神
宝
類
と
と
も
に
―
』
よ
り
転
載
） 

図
７ 

 

大
阪
天
満
宮
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
東
京
国
立
博
物
館
・
福
岡
市 

       

博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
天
神
さ
ま
の
美
術
』
よ
り
転
載
） 

図
８ 

 

目
と
輪
郭
線
の
比
較 

図
９ 

 

耳
の
比
較
（「
鏡
天
神
」、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
） 

図
10 
 

右
手
小
指
の
比
較
（「
鏡
天
神
」、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
） 

図
11 

「
鏡
天
神
」
の
紅
白
梅 

図
12 

 

荏
柄
天
神
社
所
蔵
「
束
帯
天
神
像
」（
鎌
倉
国
宝
館
企
画
展
『
鎌
倉 

       

ゆ
か
り
の
天
神
さ
ま
』
よ
り
転
載
） 

図
13 

 

栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
仲
安
真
康
筆
「
墨
梅
図
」（
栃
木
県
立
博
物 

       

館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
』
よ 

       

り
転
載
） 

図
14 

 

金
澤
神
社
所
蔵
「
天
満
宮
御
尊
影
」 

 

注 （
１
）
相
澤
正
彦
「
逸
翁
美
術
館
本
「
大
江
山
絵
詞
」
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
七
七
、
一
九
九
〇
年
）
、
鈴
木
哲
雄
「
香
取
本

「
大
江
山
絵
詞
」
の
伝
来
と
附
属
の
品
々
」（
佐
藤
博
信
編
『
中
世
房
総

と
東
国
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
。 

（
２
）
栃
木
県
立
博
物
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
関
東
水
墨
画
の

二
〇
〇
年
』
一
九
九
八
年 

（
３
）
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）「
寺
社
由
来
書
上 

当
寺
幷
触
下
由
来
帳 

西

方
寺
」（
井
上
鋭
夫
編
『
加
越
能
寺
社
由
来
』
石
川
県
図
書
館
協
会 

一

九
七
四
年
年
）。 

（
４
）
瀬
戸
薫
「
前
田
氏
と
金
沢
の
天
神
信
仰
」（
北
國
新
聞
社
出
版
局
編
『
城
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下
町
金
沢
』
北
國
新
聞
社 

一
九
九
三
年
。） 

（
５
）
な
お
、
一
番
目
は
「
綱
敷
尊
影 

玉
泉
寺
（
現
泉
野
菅
原
神
社
）」
と

な
っ
て
い
る
。 

（
６
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。
西
方
寺
に
は
、
利
常
よ
り
の
伝
来
と
さ
れ
る

渡
唐
天
神
像
も
明
治
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
、『
古
蹟
志
』
で
は
こ
れ
と
混

同
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
７
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。 

（
８
）
玉
村
竹
二
『
五
山
禪
僧
傳
記
集
成
』
（
講
談
社 

一
九
八
三
年
）。 

（
９
）
前
掲
注
８
の
一
曇
聖
瑞
の
項
で
、
玉
村
氏
は
こ
の
二
人
を
応
永
期
の

関
東
五
山
の
文
筆
僧
の
双
璧
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。 

（
10
）『
禅
学
大
辞
典
』
別
巻
（
大
修
館
書
店 

一
九
七
八
年
）、
玉
村
竹
二

校
訂
『
扶
桑
五
山
記
』（
臨
川
書
店 

一
九
八
三
年
）。 

（
11
）
こ
の
制
作
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
橋
真
作
氏
が
論
じ
て
い
る
。『
鎌
倉

大
草
紙
』
に
は
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
の
享
徳
の
乱
の
折
、
駿
河

今
川
氏
が
鎌
倉
へ
乱
入
し
、
荏
柄
社
の
御
神
体
を
乱
取
し
た
が
、
そ
の

後
そ
の
御
神
体
が
自
ら
鎌
倉
へ
帰
還
し
た
と
あ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い

て
、
『
鎌
倉
大
日
記
』
に
は
、
「
長
享
元
年
荏
柄
天
神
駿
河
よ
り
還
座
」

と
あ
り
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
と
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
現
在
荏
柄

社
に
伝
わ
る
小
本
が
こ
の
画
像
に
あ
た
る
か
、
ま
た
は
こ
の
頃
に
制
作

さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
本
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
よ
り
時
代
が
降
る
も
の
と
し
た
上
で
、
一
六
世
紀
な
か
ば
氏
康
に

よ
る
荏
柄
社
復
興
事
業
の
な
か
で
の
制
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

高
橋
氏
「
荏
柄
天
神
社
の
束
帯
天
神
像
に
つ
い
て
」（
企
画
展
『
鎌
倉
ゆ

か
り
の
天
神
さ
ま
』
鎌
倉
国
宝
館
二
〇
一
四
年
）
参
照
。 

（
12
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『「
特
別
展
」
没
後
八
〇
〇
年
記
念 

源
頼
朝

と
ゆ
か
り
の
寺
社
の
名
宝
』（
一
九
九
九
年
）
。 

（
13
）
松
浦
清
氏
は
、
大
阪
天
満
宮
社
務
所
『
大
阪
天
満
宮
社
報 

て
ん
ま

ん
て
ん
じ
ん
』（
三
三
号
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
説

を
述
べ
て
い
る
。「
画
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
顔
貌
に
は
均
質

な
細
線
が
的
確
に
引
か
れ
、
袍
に
は
衣
文
線
を
塗
り
残
し
て
描
く
掘
塗

の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
黒
一
色
の
単
純
な
色
使
い
に
み

え
る
袍
は
、
よ
く
み
る
と
唐
草
と
み
ら
れ
る
細
緻
な
連
続
模
様
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
土
佐
派
な
ど
が
用
い
た
伝
統
的
な
技
法

で
あ
り
、
室
町
時
代
末
期
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
の
粉
本
あ

る
い
は
そ
の
転
写
を
も
と
に
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
作
例
と
し
て
、

鎌
倉
荏
柄
天
神
社
別
当
一
乗
院
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
旧
軸
木
よ
り

判
明
す
る
画
像
が
存
在
し
、
信
仰
の
広
が
り
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
」
。

な
お
、
京
都
市
立
藝
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
土
佐
家
粉
本
の
な
か
に
、

大
阪
天
満
宮
本
の
模
写
と
思
わ
れ
る
も
の
が
伝
存
し
て
い
る
。
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
編
『
土
佐
派
絵
画
史
料
目
録
』
七 
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下
町
金
沢
』
北
國
新
聞
社 

一
九
九
三
年
。） 

（
５
）
な
お
、
一
番
目
は
「
綱
敷
尊
影 

玉
泉
寺
（
現
泉
野
菅
原
神
社
）」
と

な
っ
て
い
る
。 

（
６
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。
西
方
寺
に
は
、
利
常
よ
り
の
伝
来
と
さ
れ
る

渡
唐
天
神
像
も
明
治
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
、『
古
蹟
志
』
で
は
こ
れ
と
混

同
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
７
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。 

（
８
）
玉
村
竹
二
『
五
山
禪
僧
傳
記
集
成
』
（
講
談
社 

一
九
八
三
年
）。 

（
９
）
前
掲
注
８
の
一
曇
聖
瑞
の
項
で
、
玉
村
氏
は
こ
の
二
人
を
応
永
期
の

関
東
五
山
の
文
筆
僧
の
双
璧
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。 

（
10
）『
禅
学
大
辞
典
』
別
巻
（
大
修
館
書
店 

一
九
七
八
年
）、
玉
村
竹
二

校
訂
『
扶
桑
五
山
記
』（
臨
川
書
店 

一
九
八
三
年
）。 

（
11
）
こ
の
制
作
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
橋
真
作
氏
が
論
じ
て
い
る
。『
鎌
倉

大
草
紙
』
に
は
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
の
享
徳
の
乱
の
折
、
駿
河

今
川
氏
が
鎌
倉
へ
乱
入
し
、
荏
柄
社
の
御
神
体
を
乱
取
し
た
が
、
そ
の

後
そ
の
御
神
体
が
自
ら
鎌
倉
へ
帰
還
し
た
と
あ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い

て
、
『
鎌
倉
大
日
記
』
に
は
、
「
長
享
元
年
荏
柄
天
神
駿
河
よ
り
還
座
」

と
あ
り
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
と
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
現
在
荏
柄

社
に
伝
わ
る
小
本
が
こ
の
画
像
に
あ
た
る
か
、
ま
た
は
こ
の
頃
に
制
作

さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
本
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
よ
り
時
代
が
降
る
も
の
と
し
た
上
で
、
一
六
世
紀
な
か
ば
氏
康
に

よ
る
荏
柄
社
復
興
事
業
の
な
か
で
の
制
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

高
橋
氏
「
荏
柄
天
神
社
の
束
帯
天
神
像
に
つ
い
て
」（
企
画
展
『
鎌
倉
ゆ

か
り
の
天
神
さ
ま
』
鎌
倉
国
宝
館
二
〇
一
四
年
）
参
照
。 

（
12
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『「
特
別
展
」
没
後
八
〇
〇
年
記
念 

源
頼
朝

と
ゆ
か
り
の
寺
社
の
名
宝
』（
一
九
九
九
年
）
。 

（
13
）
松
浦
清
氏
は
、
大
阪
天
満
宮
社
務
所
『
大
阪
天
満
宮
社
報 

て
ん
ま

ん
て
ん
じ
ん
』（
三
三
号
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
説

を
述
べ
て
い
る
。「
画
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
顔
貌
に
は
均
質

な
細
線
が
的
確
に
引
か
れ
、
袍
に
は
衣
文
線
を
塗
り
残
し
て
描
く
掘
塗

の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
黒
一
色
の
単
純
な
色
使
い
に
み

え
る
袍
は
、
よ
く
み
る
と
唐
草
と
み
ら
れ
る
細
緻
な
連
続
模
様
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
土
佐
派
な
ど
が
用
い
た
伝
統
的
な
技
法

で
あ
り
、
室
町
時
代
末
期
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
の
粉
本
あ

る
い
は
そ
の
転
写
を
も
と
に
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
作
例
と
し
て
、

鎌
倉
荏
柄
天
神
社
別
当
一
乗
院
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
旧
軸
木
よ
り

判
明
す
る
画
像
が
存
在
し
、
信
仰
の
広
が
り
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
」
。

な
お
、
京
都
市
立
藝
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
土
佐
家
粉
本
の
な
か
に
、

大
阪
天
満
宮
本
の
模
写
と
思
わ
れ
る
も
の
が
伝
存
し
て
い
る
。
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
編
『
土
佐
派
絵
画
史
料
目
録
』
七 

肖
像
粉
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本
（
二
）（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
教
育
振
興
協
会 

一
九
九
一
年
）。 

（
14
）
秦
野
市
『
秦
野
市
史
』（
秦
野
市 

第
一
巻 

一
九
八
五
年
）。
小
松

天
満
宮
等
専
門
調
査
会
『
加
賀
小
松
天
満
宮
と
梯
川
』（
小
松
天
満
宮
等

専
門
調
査
会 

一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ほ
か
に
も
判
読
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
り
、
添
状
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
。 

（
15
）。 

（
16
）
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
『
関
東
水
墨
画
』（
国
書
刊
行
会 

二
〇
〇
七

年
） 

（
17
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
『
後
北
条
氏
と
東
国
文
化
』（
一
九
八
九
年
） 

（
18
）
東
京
国
立
博
物
館
・
福
岡
市
博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
天
神

さ
ま
の
美
術
』（
二
〇
〇
一
年
）。 

（
19
）
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
目
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
。 

（
20
）
渡
瀬
淳
子
氏
「
林
逋
の
詩
と
梅
の
歌
―
室
町
時
代
の
詠
梅
歌
の
変
化

と
宋
詩
―
」
『
中
世
文
学
』
（
第
五
八
号 

中
世
文
学
会
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
唐
以
前
の
詠
梅
詩
は
詩
の
中
の
〇
・
二
三
％
（
二
六
首
）
、

唐
詩
で
は
〇
・
一
六
％
（
九
〇
首
）
だ
っ
た
も
の
が
、
宋
代
に
な
る
と

詩
の
一
・
八
％
（
四
七
〇
〇
首
）
と
な
り
、
前
時
代
に
比
べ
て
も
爆
発

的
に
増
加
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。 

（
21
）
そ
の
な
か
で
も
梅
好
き
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
万
里
集
九
と
い
う
禅

僧
で
あ
る
。
彼
は
梅
を
愛
し
、
自
分
の
庵
に
「
梅
花
無
尽
蔵
」
と
命
名

し
、
み
ず
か
ら
の
別
号
を
「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
子
」
ま
た
は
「
梅
庵
」
、

「
梅
庵
某
万
里
」
、「
梅
花
無
尽
蔵
万
里
」
、「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
万
里
」、

「
梅
子
」
、「
梅
子
某
」
、「
梅
子
某
漆
桶
」
、「
梅
某
」、
「
梅
某
漆
桶
」
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
に
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
そ
の
詩
数
千
四
百

五
十
一
首
、
文
の
数
百
十
一
篇
を
も
つ
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
つ

く
っ
た
。
黄
珣
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
の
文
集
に
詠
じ
た
名
前
が
あ
る
花
を

統
計
し
て
み
る
と
、
梅
一
七
七
件
、
菊
二
九
件
、
蓮
二
三
件
、
海
棠
二

三
件
、
牡
丹
二
二
件
、
桃
一
七
件
、
梨
一
七
件
、
杏
一
五
件
、
櫻
一
三

件
、
薔
薇
一
三
件
、
蘆
一
〇
件
、
山
茶
七
件
、
朝
顔
六
件
、
水
仙
六
件
、

槿
三
件
、
芍
薬
三
件
、
木
犀
一
件
、
茜
一
件
、
榴
花
一
件
、
卯
花
一
、

藤
花
一
件
、
凌
宵
花
一
件
、
野
菰
一
件
な
ど
が
あ
る
。
花
の
名
前
を
明

ら
か
に
す
る
場
合
で
、「
梅
」
の
名
が
見
ら
れ
る
詩
は
、
他
の
花
と
比
べ

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。 

（
22
）
蔭
木
英
雄
「
渡
唐
天
神
画
像
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」『
禅
文
化
』
第
八

〇
号 

一
九
七
六
年
。
蔭
木
氏
は
具
体
的
に
梅
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
が
分

か
る
詩
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
の
少
し
あ
と
に
生
き
た

東
沼
周
厳
（
一
三
九
二
～
一
四
六
二
）
は
、
詩
の
中
で
「
夫
れ
梅
の
品

た
る
多
き
か
な
。
曰
く
重
葉
、
曰
く
百
葉
、
曰
く
緑
鴦
、
曰
く
鴛
鴦
。

皆
奇
絶
に
し
て
玩
ぶ
べ
き
も
の
な
り
」
と
梅
の
品
種
を
列
挙
し
て
い
る

が
、
清
楚
な
花
よ
り
も
艶
麗
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
続
け
て
、「
玉

府
の
月
浦
俊
少
よ
り
一
夕
紅
白
の
梅
を
恵
ま
る
。
南
枝
は
奔
り
て
殿
せ

ず
、
楊
妃
の
卯
困
よ
り
研
な
り
。
北
枝
は
緩
く
し
て
前
ず
、
姑
射
の
雪
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本
（
二
）（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
教
育
振
興
協
会 

一
九
九
一
年
）。 

（
14
）
秦
野
市
『
秦
野
市
史
』（
秦
野
市 

第
一
巻 

一
九
八
五
年
）。
小
松

天
満
宮
等
専
門
調
査
会
『
加
賀
小
松
天
満
宮
と
梯
川
』（
小
松
天
満
宮
等

専
門
調
査
会 

一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ほ
か
に
も
判
読
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
り
、
添
状
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
。 

（
15
）。 

（
16
）
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
『
関
東
水
墨
画
』（
国
書
刊
行
会 

二
〇
〇
七

年
） 

（
17
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
『
後
北
条
氏
と
東
国
文
化
』（
一
九
八
九
年
） 

（
18
）
東
京
国
立
博
物
館
・
福
岡
市
博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
天
神

さ
ま
の
美
術
』（
二
〇
〇
一
年
）。 

（
19
）
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
目
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
。 

（
20
）
渡
瀬
淳
子
氏
「
林
逋
の
詩
と
梅
の
歌
―
室
町
時
代
の
詠
梅
歌
の
変
化

と
宋
詩
―
」
『
中
世
文
学
』
（
第
五
八
号 

中
世
文
学
会
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
唐
以
前
の
詠
梅
詩
は
詩
の
中
の
〇
・
二
三
％
（
二
六
首
）
、

唐
詩
で
は
〇
・
一
六
％
（
九
〇
首
）
だ
っ
た
も
の
が
、
宋
代
に
な
る
と

詩
の
一
・
八
％
（
四
七
〇
〇
首
）
と
な
り
、
前
時
代
に
比
べ
て
も
爆
発

的
に
増
加
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。 

（
21
）
そ
の
な
か
で
も
梅
好
き
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
万
里
集
九
と
い
う
禅

僧
で
あ
る
。
彼
は
梅
を
愛
し
、
自
分
の
庵
に
「
梅
花
無
尽
蔵
」
と
命
名

し
、
み
ず
か
ら
の
別
号
を
「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
子
」
ま
た
は
「
梅
庵
」
、

「
梅
庵
某
万
里
」
、「
梅
花
無
尽
蔵
万
里
」
、「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
万
里
」、

「
梅
子
」
、「
梅
子
某
」
、「
梅
子
某
漆
桶
」
、「
梅
某
」、
「
梅
某
漆
桶
」
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
に
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
そ
の
詩
数
千
四
百

五
十
一
首
、
文
の
数
百
十
一
篇
を
も
つ
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
つ

く
っ
た
。
黄
珣
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
の
文
集
に
詠
じ
た
名
前
が
あ
る
花
を

統
計
し
て
み
る
と
、
梅
一
七
七
件
、
菊
二
九
件
、
蓮
二
三
件
、
海
棠
二

三
件
、
牡
丹
二
二
件
、
桃
一
七
件
、
梨
一
七
件
、
杏
一
五
件
、
櫻
一
三

件
、
薔
薇
一
三
件
、
蘆
一
〇
件
、
山
茶
七
件
、
朝
顔
六
件
、
水
仙
六
件
、

槿
三
件
、
芍
薬
三
件
、
木
犀
一
件
、
茜
一
件
、
榴
花
一
件
、
卯
花
一
、

藤
花
一
件
、
凌
宵
花
一
件
、
野
菰
一
件
な
ど
が
あ
る
。
花
の
名
前
を
明

ら
か
に
す
る
場
合
で
、「
梅
」
の
名
が
見
ら
れ
る
詩
は
、
他
の
花
と
比
べ

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。 

（
22
）
蔭
木
英
雄
「
渡
唐
天
神
画
像
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」『
禅
文
化
』
第
八

〇
号 

一
九
七
六
年
。
蔭
木
氏
は
具
体
的
に
梅
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
が
分

か
る
詩
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
の
少
し
あ
と
に
生
き
た

東
沼
周
厳
（
一
三
九
二
～
一
四
六
二
）
は
、
詩
の
中
で
「
夫
れ
梅
の
品

た
る
多
き
か
な
。
曰
く
重
葉
、
曰
く
百
葉
、
曰
く
緑
鴦
、
曰
く
鴛
鴦
。

皆
奇
絶
に
し
て
玩
ぶ
べ
き
も
の
な
り
」
と
梅
の
品
種
を
列
挙
し
て
い
る

が
、
清
楚
な
花
よ
り
も
艶
麗
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
続
け
て
、「
玉

府
の
月
浦
俊
少
よ
り
一
夕
紅
白
の
梅
を
恵
ま
る
。
南
枝
は
奔
り
て
殿
せ

ず
、
楊
妃
の
卯
困
よ
り
研
な
り
。
北
枝
は
緩
く
し
て
前
ず
、
姑
射
の
雪
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膚
よ
り
麗
し
。
こ
れ
は
、
僧
か
ら
紅
白
の
梅
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
の
、
返
答
の
詩
で
あ
る
。
紅
白
の
梅
を
楊
貴
妃
や
姑
射
の
仙
人
に
た

と
え
て
、
艶
麗
な
花
の
姿
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
こ
に
詠
ま
れ
る
梅
か
ら

も
、
清
楚
で
は
な
く
、
艶
麗
な
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
他

に
も
、
祥
麟
普
岸
（
生
没
年
不
詳
）
は
、「
十
吟
に
九
は
是
れ
梅 

梅
花

を
賦
さ
ざ
れ
ば
是
れ
詩
な
ら
ず
」（
十
句
の
う
ち
の
九
句
は
梅
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
梅
を
詠
ま
な
い
も
の
は
詩
で
は
な
い
）
と
吟
じ
、
瑞
渓

周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
は
、「
詩
に
梅
を
道
（
い
）
わ
ざ
れ
ば

好
句
に
非
ず
」（
詩
に
梅
を
詠
ま
な
け
れ
ば
好
句
で
は
な
い
）
と
吟
じ
て

い
る
。
そ
し
て
、
希
世
霊
彦
（
一
四
〇
三
～
一
四
八
八
）
は
、「
凡
そ
詩

を
能
く
す
る
者
は
必
ず
梅
を
愛
す
る
な
り
。
梅
を
愛
す
る
者
に
し
て
詩

を
能
く
す
る
な
り
。
此
に
よ
り
て
言
わ
ば
、
梅
花
能
く
人
を
し
て
詩
に

工
（
た
く
み
）
な
ら
し
む
言
う
と
雖
も
、
亦
誣
た
ら
ず
」（
詩
に
秀
で
た

者
は
必
ず
梅
を
愛
し
て
い
る
。
梅
を
愛
す
る
者
は
詩
に
秀
で
て
い
る
。

こ
れ
は
、
梅
が
人
に
詩
を
上
手
に
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
）
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
に
も
、「
応
に
是
れ
灯
前
の
五
千
巻
も
月
下

の
両
三
枝
に
は
如
か
ず
」
と
、
一
切
経
も
梅
枝
に
は
及
ば
な
い
と
吟
じ

て
い
る
。 

（
23
）
蔭
木
氏
は
、
五
山
禅
僧
の
詠
梅
に
つ
い
て
、
応
永
期
以
降
に
そ
の
数

が
増
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
は
、「
古
来
錯
ま
つ
て
題
品

す
、
好
く
粉
句
黛
詩
の
瘡
を
洗
わ
ん
（
古
来
詩
人
ど
も
は
ま
ち
が
っ
て

品
さ
だ
め
を
し
て
梅
を
詩
に
吟
ず
る
が
、
私
は
詩
句
に
つ
い
た
粉
黛
の

虚
飾
を
洗
っ
て
や
ろ
う
）」
と
し
て
、
同
時
代
人
た
ち
が
梅
を
ま
ち
が
っ

て
と
ら
え
て
詩
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。 

（
24
）
有
岡
利
幸
『
梅
』（
法
政
大
学
出
版
局 

一
九
九
九
年
）。 

（
25
）
東
福
寺
栗
棘
院
の
墨
梅
図
は
、
現
在
、「
出
山
釈
迦
図
」
を
中
心
と
し

た
三
幅
対
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
釈
迦
の
絵
画
の
両
脇
に
、
墨
梅
図

が
お
か
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
有
岡
氏
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
三
幅
の
絵
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
白
雲
恵
暁
は
、
梅
に
つ
い
て
、
仏
祖

を
荘
厳
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
三
幅
を
あ
わ
せ
て
尊
崇
し
、
宗
教

行
為
の
対
象
物
と
し
て
み
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
26
）『
水
墨
美
術
大
系
』（
講
談
社 

一
九
七
三
～
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。 

（
27
）
京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
『
狩
野
永
徳
』
二
〇
〇
七
年
、
黒
田
智
「
天

皇
と
天
下
人
の
美
術
戦
略
」（
髙
岸
輝
・
黒
田
智
『
乱
世
の
王
権
と
美
術

戦
略
』
吉
川
弘
文
館 

二
〇
一
七
年
）。 

（
28
）
鎌
倉
国
宝
館
『
荏
柄
天
神
社 

九
百
年
―
鶴
岡
八
幡
宮
古
神
宝
類
と
と

も
に
―
』
（
二
〇
〇
四
年
）
の
解
説
に
は
、
「
網
座
、
梅
樹
に
祥
啓
派
の

特
徴
が
認
め
ら
れ
、
鎌
倉
に
伝
わ
る
天
神
画
像
と
し
て
興
味
深
い
」
と

さ
れ
る
。 

（
29
）
西
山
郷
史
「
天
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
藩
主
」『
宗
教
民
俗
研
究
』（
第

一
三
号 

二
〇
〇
三
年
） 

（
30
）
金
沢
市
尾
山
神
社
に
は
、
利
家
愛
用
と
伝
わ
る
甲
冑
が
伝
わ
っ
て
い
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膚
よ
り
麗
し
。
こ
れ
は
、
僧
か
ら
紅
白
の
梅
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
の
、
返
答
の
詩
で
あ
る
。
紅
白
の
梅
を
楊
貴
妃
や
姑
射
の
仙
人
に
た

と
え
て
、
艶
麗
な
花
の
姿
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
こ
に
詠
ま
れ
る
梅
か
ら

も
、
清
楚
で
は
な
く
、
艶
麗
な
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
他

に
も
、
祥
麟
普
岸
（
生
没
年
不
詳
）
は
、「
十
吟
に
九
は
是
れ
梅 

梅
花

を
賦
さ
ざ
れ
ば
是
れ
詩
な
ら
ず
」（
十
句
の
う
ち
の
九
句
は
梅
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
梅
を
詠
ま
な
い
も
の
は
詩
で
は
な
い
）
と
吟
じ
、
瑞
渓

周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
は
、「
詩
に
梅
を
道
（
い
）
わ
ざ
れ
ば

好
句
に
非
ず
」（
詩
に
梅
を
詠
ま
な
け
れ
ば
好
句
で
は
な
い
）
と
吟
じ
て

い
る
。
そ
し
て
、
希
世
霊
彦
（
一
四
〇
三
～
一
四
八
八
）
は
、「
凡
そ
詩

を
能
く
す
る
者
は
必
ず
梅
を
愛
す
る
な
り
。
梅
を
愛
す
る
者
に
し
て
詩

を
能
く
す
る
な
り
。
此
に
よ
り
て
言
わ
ば
、
梅
花
能
く
人
を
し
て
詩
に

工
（
た
く
み
）
な
ら
し
む
言
う
と
雖
も
、
亦
誣
た
ら
ず
」（
詩
に
秀
で
た

者
は
必
ず
梅
を
愛
し
て
い
る
。
梅
を
愛
す
る
者
は
詩
に
秀
で
て
い
る
。

こ
れ
は
、
梅
が
人
に
詩
を
上
手
に
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
）
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
に
も
、「
応
に
是
れ
灯
前
の
五
千
巻
も
月
下

の
両
三
枝
に
は
如
か
ず
」
と
、
一
切
経
も
梅
枝
に
は
及
ば
な
い
と
吟
じ

て
い
る
。 

（
23
）
蔭
木
氏
は
、
五
山
禅
僧
の
詠
梅
に
つ
い
て
、
応
永
期
以
降
に
そ
の
数

が
増
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
は
、「
古
来
錯
ま
つ
て
題
品

す
、
好
く
粉
句
黛
詩
の
瘡
を
洗
わ
ん
（
古
来
詩
人
ど
も
は
ま
ち
が
っ
て

品
さ
だ
め
を
し
て
梅
を
詩
に
吟
ず
る
が
、
私
は
詩
句
に
つ
い
た
粉
黛
の

虚
飾
を
洗
っ
て
や
ろ
う
）」
と
し
て
、
同
時
代
人
た
ち
が
梅
を
ま
ち
が
っ

て
と
ら
え
て
詩
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。 

（
24
）
有
岡
利
幸
『
梅
』（
法
政
大
学
出
版
局 

一
九
九
九
年
）。 

（
25
）
東
福
寺
栗
棘
院
の
墨
梅
図
は
、
現
在
、「
出
山
釈
迦
図
」
を
中
心
と
し

た
三
幅
対
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
釈
迦
の
絵
画
の
両
脇
に
、
墨
梅
図

が
お
か
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
有
岡
氏
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
三
幅
の
絵
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
白
雲
恵
暁
は
、
梅
に
つ
い
て
、
仏
祖

を
荘
厳
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
三
幅
を
あ
わ
せ
て
尊
崇
し
、
宗
教

行
為
の
対
象
物
と
し
て
み
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
26
）『
水
墨
美
術
大
系
』（
講
談
社 

一
九
七
三
～
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。 

（
27
）
京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
『
狩
野
永
徳
』
二
〇
〇
七
年
、
黒
田
智
「
天

皇
と
天
下
人
の
美
術
戦
略
」（
髙
岸
輝
・
黒
田
智
『
乱
世
の
王
権
と
美
術

戦
略
』
吉
川
弘
文
館 

二
〇
一
七
年
）。 

（
28
）
鎌
倉
国
宝
館
『
荏
柄
天
神
社 

九
百
年
―
鶴
岡
八
幡
宮
古
神
宝
類
と
と

も
に
―
』
（
二
〇
〇
四
年
）
の
解
説
に
は
、
「
網
座
、
梅
樹
に
祥
啓
派
の

特
徴
が
認
め
ら
れ
、
鎌
倉
に
伝
わ
る
天
神
画
像
と
し
て
興
味
深
い
」
と

さ
れ
る
。 

（
29
）
西
山
郷
史
「
天
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
藩
主
」『
宗
教
民
俗
研
究
』（
第

一
三
号 

二
〇
〇
三
年
） 

（
30
）
金
沢
市
尾
山
神
社
に
は
、
利
家
愛
用
と
伝
わ
る
甲
冑
が
伝
わ
っ
て
い
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る
。
実
見
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
鉄
製
で
正
面
に
天
満
宮
と
彫
り
上

げ
、
両
脇
に
梅
と
松
の
図
柄
を
彫
り
、
右
側
に
前
田
又
左
衛
門
利
家
と

刻
し
て
あ
る
と
い
う
。 

（
31
）『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
（
第
六
巻 

続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
八
九

～
一
九
九
一
年
）。 

（
32
）
瀬
戸
薫
「
前
田
家
と
金
沢
の
天
神
信
仰
」『
城
下
町
金
沢
』
（
北
国
新

聞
社
出
版
局 

一
九
九
三
年
）。
小
倉
学
「
金
沢
・
泉
野
菅
原
神
社
（
玉

泉
寺
天
満
宮
）
来
歴
考
」
（
『
加
賀
・
能
登
の
民
俗
』
小
倉
学
著
作
集
三 

瑞
木
書
房 

二
〇
〇
五
年
）。
ほ
か
に
も
、
泉
野
菅
原
神
社
の
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
棟
札
が
紹
介
さ
れ
、
「
公
（
利
長
）
乃
菅
家
の
裔
也
矣
。

利
常
公
曰
、
菅
神
者
吾
家
之
宗
祖
也
、
宜
移
于
金
城
以
鎮
国
家
」
と
あ

る
。 

（
33
）『
加
越
能
寺
社
由
来
』
（
石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
七
四
年
）。 

（
34
）『
加
越
能
寺
社
由
来
』
（
石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
七
四
年
）。 

（
35
）
な
お
、
こ
の
逸
話
か
ら
「
お
預
け
天
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
『
金
澤
市
史
』
（
資
料
編
一
三
寺
社
）
に
お
い
て
、
こ
の

天
神
は
西
方
寺
よ
り
伝
来
の
「
鏡
天
神
図
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

神
仏
分
離
に
よ
る
遷
座
・
返
還
の
際
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。 

（
36
）
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
前
田
綱
紀
「
大
願
十
事
」（『
石
川
県
史
』

第
二
編 

石
川
県 

一
九
二
八
年
）。 

（
37
）
菊
池
紳
一
『
加
賀
前
田
家
と
尊
経
閣
文
庫 
文
化
財
を
守
り
、
伝
え

た
人
び
と
』（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
六
年
）。 

（
38
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。 

（
39
）金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会『
金
沢
市
史
』（
資
料
編
寺
社 

金
沢
市 
一

九
九
六
年
）。 

（
40
）
残
念
な
が
ら
、
加
藤
彌
蔵
な
ら
び
に
魯
休
、
松
月
院
玄
秀
な
る
人
物

は
不
明
で
あ
る
。
林
述
斎
『
寛
政
重
脩
諸
家
譜
』（
新
訂 

続
群
書
類
従

完
成
会 

一
九
六
四
～
一
九
六
七
年
）、
田
畑
喜
右
ヱ
門
選
、
斎
木
一
馬
、

岩
沢
愿
彦
校
訂
『
断
家
譜
』（
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
六
八
～
一
九
六

九
年
）
。 

76 

る
。
実
見
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
鉄
製
で
正
面
に
天
満
宮
と
彫
り
上

げ
、
両
脇
に
梅
と
松
の
図
柄
を
彫
り
、
右
側
に
前
田
又
左
衛
門
利
家
と

刻
し
て
あ
る
と
い
う
。 

（
31
）『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
（
第
六
巻 

続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
八
九

～
一
九
九
一
年
）。 

（
32
）
瀬
戸
薫
「
前
田
家
と
金
沢
の
天
神
信
仰
」『
城
下
町
金
沢
』
（
北
国
新

聞
社
出
版
局 

一
九
九
三
年
）。
小
倉
学
「
金
沢
・
泉
野
菅
原
神
社
（
玉

泉
寺
天
満
宮
）
来
歴
考
」
（
『
加
賀
・
能
登
の
民
俗
』
小
倉
学
著
作
集
三 

瑞
木
書
房 

二
〇
〇
五
年
）。
ほ
か
に
も
、
泉
野
菅
原
神
社
の
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
棟
札
が
紹
介
さ
れ
、
「
公
（
利
長
）
乃
菅
家
の
裔
也
矣
。

利
常
公
曰
、
菅
神
者
吾
家
之
宗
祖
也
、
宜
移
于
金
城
以
鎮
国
家
」
と
あ

る
。 

（
33
）『
加
越
能
寺
社
由
来
』
（
石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
七
四
年
）。 

（
34
）『
加
越
能
寺
社
由
来
』
（
石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
七
四
年
）。 

（
35
）
な
お
、
こ
の
逸
話
か
ら
「
お
預
け
天
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
『
金
澤
市
史
』
（
資
料
編
一
三
寺
社
）
に
お
い
て
、
こ
の

天
神
は
西
方
寺
よ
り
伝
来
の
「
鏡
天
神
図
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

神
仏
分
離
に
よ
る
遷
座
・
返
還
の
際
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。 

（
36
）
元
禄
四
年
（
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六
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一
）
前
田
綱
紀
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大
願
十
事
」（『
石
川
県
史
』

第
二
編 

石
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県 

一
九
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八
年
）。 

（
37
）
菊
池
紳
一
『
加
賀
前
田
家
と
尊
経
閣
文
庫 

文
化
財
を
守
り
、
伝
え

た
人
び
と
』（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
六
年
）。 

（
38
）
森
田
平
次
著
・
日
置
謙
校
訂
『
金
沢
古
蹟
志
』（
金
澤
文
化
協
会 

一

九
三
三
～
一
九
三
四
年
）
。 

（
39
）金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会『
金
沢
市
史
』（
資
料
編
寺
社 

金
沢
市 

一

九
九
六
年
）。 

（
40
）
残
念
な
が
ら
、
加
藤
彌
蔵
な
ら
び
に
魯
休
、
松
月
院
玄
秀
な
る
人
物

は
不
明
で
あ
る
。
林
述
斎
『
寛
政
重
脩
諸
家
譜
』（
新
訂 

続
群
書
類
従

完
成
会 

一
九
六
四
～
一
九
六
七
年
）、
田
畑
喜
右
ヱ
門
選
、
斎
木
一
馬
、

岩
沢
愿
彦
校
訂
『
断
家
譜
』（
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
六
八
～
一
九
六

九
年
）
。 


